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最 終 学 歴
昭 和 4 1 午  3 月
昭 和 4 3 年 3 月
昭 和 4 6 年 Ⅱ 月
枝 正 彦 教 授 略 歴
生 午 月 日
本 籍 地
職 名
所 属
イ 立
昭 和 4 6 年 Ⅱ 月
束 北 人 学 農 学 部 農 芸 化 学 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 膿 学 研 究 利 修 士 課 程 修 了
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 利 ・ 博 士 課 程 修 了
昭 和 1 8 年 7  打 2 6 日
宮 城 県
教 授
農 学 研 究 科
職
歴
昭 和 4 6 年 1 1 月
昭 和 4 7 午  3 月
昭 和 6 1 年 7 月
平 成  5 年 1 0 月
平 成 7 年 4 月
平 成 Ⅱ 年 4 月
平 成 1 3 午  4 月
平 成 1 5 年 4 月
農 学 博 士 ( 東 北 大 学 )
「 水 稲 ・ カ ブ ラ を 小 心 と す る 高 等 植 物 の グ ル タ ミ ン 酸 脱 水 素 酢 素 に 関 す る
研 究 」
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 に 研 究 生 と し て 入 学
東 北 大 学 農 学 部 助 手
東 北 大 学 農 学 部 附 属 農 場 助 教 授
東 北 大 学 農 学 部 附 属 農 場 教 授
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 教 授 ( 併 任 )
東 北 大 学 大 学 院 農 学 ネ 升 究 利 ・ 附 属 農 場 教 授
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 利 ・ 附 属 農 場 長
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科
附 属 複 合 生 態 フ ィ ー ル ド 教 育 研 究 セ ン タ ー 長
東 北 大 学 を 定 年 退 職
平 成 1 9 年 3 月
?
?
昭和40午
半成7年
小成13年
平成16年
平成17年
学会等における活動
平成2午~現在
平成3年~現在
平成5年~現任
ヨシ・エス・クノ賞
日本上壌肥料学会賞「煕ポク士の酸性問題に関する研究」
日本作物学会束北支部功労賞
帷国地域振興庁名巻利学者
全国火学附属膿場恊議会教育賞「複合生態フィールト科学の創成と尖賎的
フィールド教育」
平成6什~現征
平成7年~8年
平成8年~11年
平成12年~現在
平成12年~N年
平成12年~14年
十・成13斗~15年
平成14午~16午
平成14圷~16圷
平成14年~現在
平成14年~17午
平成15年~171F
平成15年~17年
平・成15年~現存
平成18年~現在
日本ぺドロジー学会謂活荏員
日本士壌肥料学会評議員
Internatil]al steering comn〕iltee member for "plant・soi11nteradion at 1刃W
PH"
ジザニア・水生柚物俳究会理事
日本雑草学会東北支部長
日本土填肥料学会束北支部長
日本雑草学会評議員
日本作物学会東北支部長
日本上壌肥料学会副会長
日木雑草学会東北支部長
H本上壌肥料学会会長
全則大学附属農場恊議会会長
ジザニア・水牛植物研究会会長
Internationa] union ofsoil science (迎営委員,日本代表)
E丑St southeastAsia Federation ofsoil science (運1首委員、日オH弌表)
第19鄭H本学術会議会員(第6音ゆ
円本農学アカデミー会員
第20期口本学術会議述携会員(新第2 部)
編集委員
日水士驥肥料学会欧文誌編集委員
日木作物学会紀*編象委員
日本゛地学会心編集委員
日本雑草学会誌編梁委員
日本農作奘学会i志編集委員
日本農場管江「1!学会i志編集委員
JOUI、nal 011ntegrated Fie]d science
社会における活動
平成4年~現矼
平成8年~現在
平成9年~13年
平成Ⅱ年~13年
鳴f町農政符議委i・1
鳴子町農業構造政策推進会議委a
鳴子町広域有機物流通促進会議委於
鳴子町「もてなし食」の研究会瓢問
嶋f町商工会地域調査事業委員
農林水産技術会議課題評価委員
農H水産庁草地試験場外部評価委員
岩手県膿業試!験研究評価委貝
鴫子町艘業振興地域整備計画促進協議会委員
???
平 成 1 2 午 ~ 1 3 年
平 成 1 2 年 ~ 1 6 年
叫 イ Ⅷ 1 農 業 糸 旨 営 生 産 対 策 惟 進 会 議 委 員
内 会 市 士 地 分 頴 捌 青 委 員 会 委 貝
文 部 利 . 学 古 利 . 学 羽 砂 モ 豊 袖 助 金 審 杏 員 ( 第 1 段 待 査 員 : 土 」 剣 把 料 杣 物 栄 養 学
何 血 必
独 住 行 政 怯 人 束 北 膿 業 研 究 セ ン タ ー 外 部 評 価 委 員
独 立 行 政 法 人 花 山 「 ! i 少 午 研 修 セ ン タ ー 委 員
文 部 利 ・ 学 省 科 ・ 学 技 術 専 門 家 ネ ッ ト ワ ー ク 専 円 轟 , 界 f 員
宮 城 県 イ ン タ ー ネ ッ ト 博 覧 会 ア ド バ イ サ ー
叫 子 町 特 産 品 開 発 委 員 会 委 員
宮 妨 別 ' 立 大 学 食 材 学 部 設 肌 準 備 カ リ キ ュ ラ ム 委 員
宮 城 県 農 業 誠 験 研 究 機 関 外 部 評 価 委 員 会 委 員 長
膿 林 水 光 技 術 会 議 指 定 試 験 芋 業 緊 急 重 要 技 術 開 発 試 験 仔 業 境 負 荷 物 賀 の 動
態 解 明 試 岬 兜 評 価 委 員 会 委 員
農 林 水 産 技 術 会 議 指 定 試 験 評 価 委 員
朏 朴 水 産 省 有 曾 物 質 ( カ ド ミ ウ ム ) プ ロ ジ ェ ク ト 評 価 委 員
文 部 科 学 省 科 学 研 究 贄 補 助 金 審 斉 貝 ( 第 2 段 密 査 貝 : 複 介 領 丘 め
農 業 生 物 系 特 定 産 業 研 究 機 柑 評 価 委 員
独 立 行 政 法 人 膿 業 環 境 技 術 研 究 所 外 部 評 価 委 員
新 洞 大 学 教 員 採 用 資 格 評 価 委 員
U 4 国 際 生 命 科 学 恊 会 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 部 会 ア ド バ イ ザ リ ー 委 員 会 委 R
平 成 1 2 年 ~ 現 征
平 成 1 3 午 ~ 1 6 年
平 成 1 3 年 ~ 現 在
平 成 1 5 年 ~ 現 在
平 成 1 6 " ~ 1 7 午
平 成 1 6 年 ~ 現 在
平 成 1 8 司 、 ~ 現 在
非 常 勤 講 師
北 海 道 大 学 , 岩 手 大 学 . 山 形 大 学 , 宇 都 夕 寓 大 学 , 東 京 農  1 1 大 学 、 新 潟 大 学 , 中 , 古 屋 人 学 ,
岡 山 大 学 . ' 宮 城 大 学 , 米 同 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 デ ー ビ ス 校 , 中 国 西 北 農 業 技 引 イ エ 科 大 学 ,
中 国 農 柴 利 学 大 学 ウ イ グ ル 官 治 区 農 業 試 験 場 , 韓 国 忠 北 人 学
1.著書・編書(共著書等含む)
1.東北の黒ボク士と畑作農業.「東北の農業と士壌肥判江(PP.162-175)
二三枝正彦,1984,日木11剣佃料学会
2.士壌の自然史的性格と活用,東北・北陸地域,リ喪業技袮H本系,士壌施肥編
3」,(11 の 17-26)
三枝正彦,1987,農村漁村文化恊会
N三
ヨミ 荊1
粘士鉱物,黒ボク士,「季刊化学総説 4 ・Σ上の化学」,(PP.50-65,148-154)
二ι枝正彦,1989,学会出版センター
口
4.収最調査法,「最判U喪学実験の基耐迦(PP.66・73)
佐藤徳U"・三枝正彦・阿部篤郎,1990,ソフトサイエンス社
録
5.農場実習指針
阿部篤郎・三枝正彦・佐藤徳雄・イ北係巌・太田実・伊藤豊影,1990.
柬北大学農学部附属農場
6.上壌の辞典,(P.566,10項目)
三枝正彦,1994,朝倉書店
1
フ.酸性二上壌におけるアルミニウムの化学,「低PH 11ナ嚢と柚物」(PP.フ-42)
二枝正彦,1994,博友社
8.収量調査法,斗直物生産農学実験マニュアル.日向康吉・羽柴脚良細」(PP
74-81)
佐藤徳雄・三枝正彦.1995,ソフトサイエンス社
9.士壌の水分供給能,畑作物の全量玉馴剛厄与・不耕起栽培法,畔吊喪法への挑
戦一生産・資源・環境との訓千山(PP.169-173,255-274)
三枝正彦,1995,博友社
10.りン酸石膏.「農業技術休系,資材150 の 1」(PP.2-6)
藤闇充・三枝正彦,1996,農村漁村文化恊会
Ⅱ.作物の生育と士壌,士壌の養水分供給と作物による吸収,「最新士壌学,
久馬・一岡11編」(PP.179、196)
三枝正彦.1997,朝倉書店
?
21 2
植 物 の 牛 産 と 肥 料 , 士 環 境 の 管 理 と 改 善 , 「 植 物 生 . 産 学 ( Ⅱ ) 士 環 境 技 術 編 ,
松 本  1 ! 包 ・ 三 枝 正 彦 編 」 ( P P . 7 3 - 1 船 , 1 3 3 - 1 6 6 )
二 枝 正 彦 , 1 9 9 8 , 文 永 堂 出 版
東 北 地 方 の 黒 ボ ク 士 , 「 士 と 食 糧 . 日 本 上 埋 朗 巴 判 ・ 学 会 編 」 ( 1 〕 P . 1 3 1 - 1 3 6 )
三 枝 正 彦 , 1 9 9 8 . 朝 倉 書 j 占
S I O W ・ r e l e a s e  n i t r o g e n  { e r t i l i z e r s  a n d  p l a n t  n u t r i l i o n , " N i t l 、 o g e n  n u t r i t u i o n
a n d  p l a n l g r 0 肌 h  e d s  b y  H .  S .  s r i v a s l a v a  a n d  R .  P .  s i n g h " ( P P 3 0 5 3 3 5 )
M .  s a i g Ⅱ S a . 1 9 9 9 .  o x f o r d  &  1 B H  p u b l i s h l n g  c o .  L T D .  N e w  D e l h i ,  c a l c U 杜 a
新 編 作 物 学 用 語 集 , 日 本 作 物 学 会 編
二 枝 正 彦 他 . 2 0 0 0 . 養 賢 堂
I n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  " p r o d u c t i v i t y  a n d  c h a r g e
I R S E  2 0 0 0
C h a r a c t e r i s t i c s  o f t h e  s o i l s  D e r i v e d  { r o m  v o l c a n i c  A s h "  A b s t r a c t s
e d i t e d  b y  M .  s a l g u s a , 2 0 0 0
M i n i ・ r e v i e w s  o n  p l a n t  s o i H n t e r a d i o n  a t l , O W  P H  f o r  i n v i t i n g  6 t h  p s l L P H
e d i l e d  b y  M .  s a i g u s a , 2 0 0 0
施 肥 と 生 産 性 、 「 植 物 栄 養 学 , 森 敏 ・ 前 忠 彦 ・ 米 山 忠 克 編 」 ( P P . 2 備 ・ 2 1 3 )
三 枝 正 彦 , 2 0 0 1 , 文 牙 ぐ 堂 出 版
作 物 と 士 壌 環 境 , 「 作 物 学 事 典 , 日 本 作 物 学 会 編 」 ( P P . 2 2 1 - 2 2 5 )
三 枝 正 彦 , 2 0 0 2 . 朝 倉 書 店
収 量 調 査 法 . 殊 斤 農 学 実 験 マ ニ ュ ア ル , 羽 柴 卸 良 ・ 金 濱 耕 某 編 」 ( P P . 3 2 3 6 )
イ J 切 黍 豊 彰 ・ 三 枝 正 彦 , 2 0 0 2 . ソ フ ト サ イ エ ン ス 社
作 物 生 育 と 士 壌 , 仔 喪 学 人 事 典 . 山 心 抹 井 宇 代 表 編 者 」 ( P P . 2 7 フ - 2 8 0 )
三 枝 正 彦 , 2 0 0 4 , 養 T 予 迂
草 地 に お け る 炭 素 循 環 と ル ー ト マ ッ ト 形 成 , 「 士 壌 圏 と 地 球 温 暖 化 , 木 村 眞 人
波 多 野 隆 介 編 」 ( P P . 1 0 5 - 1 2 1 )
三 枝 正 彦 ・ 鈴 木 和 美 , 2 0 0 5 , 名 占 屋 大 学 出 版 会
・ 上 壌 サ イ エ ン ス と は , 沖 枝 地 帯 の 士 壌 の 肥 沃 性 , 「 士 壌 サ イ エ ン ス 入 門 、 三 枝
正 彦 ・ 木 村 眞 人 編 」 ( P P . 1 ・ 5 , 1 0 7 - 1 1 8 )
三 枝 正 彦 ・ 木 村 眞 人 , 2 0 0 5 , 文 永 堂 出 版
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
24 食糧生産と施肥.
三枝正彦,2006,
Π調査報告書(科研費報告書など)
1.坊平の士壌の特性一t壌立地学より「蔵王高原総合開発基磋調査帳告書」
(PI〕.44-70)
庄子貞雄・三枝正彦,1987,山形県上山市
2.新規肥料・およびその力朔巴法(PI〕.1-フ)
三枝正彦・荒木昭一,1993,公開特許公桜(A)特開平532474
3.環境負荷軽減・低コスト不耕起栽培の催立とそれに有効な肥効調節型肥料の
開発,平成6年度~平成8年度科学研究贄補助金[基盤研究(A) a)]研
究成果帳告書
三枝止彦,1997
4.作物ι白竃における下層土の役割ード層士のエダホロジーーに関する研究,平
成8年度~平成9年度利・学研究費補助金[基盤研究(B)(2)]研究成果報
告書
三枝正彦,1998
5.甲山.里地の三次的冉然環境緋持のための技術開発とそれに基づく農業経営
戦略,平成 11年度~平成 13年度科学研究贅補助金[基絵研究(A)(2)]
研究成果報告書
三枝正彦,2000
6.束北大学心{学部附属農場,「畑地及び樹園における雑苧の生態訓査」.利t河肝
究豊補助金研究成果報告沓(佃究代表者:東京農工大学農学部附属農場・塩
谷哲夫)
三枝Ⅱξ彦,2000
International symposium on ⅡProduclivily and chargeフ. 1SRE2000
Characterislics ofthe soils Derived 介om volcanic Ash"
M.saigusa (ed.),1-41.2000、 Kawatabi,Japan
8. Mini・reviews on plant soi11nta'action at LOW PH for inviting 6th lnlernational
Symposium on "plant・S0Ⅱ lnla'action at LONV PH"
M.saigusa (ed.),1-81,2000, sendai,Japan
汗把料の事典,
朝倉書店
尾和尚人・三枝正彦他編」(PP.1-6,14-22)
3
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韓 国 の 農 村 お よ び 都 市 周 辺 に お け る 稲 作 及 び 畑 作 地 域 の 環 境 保 全 的 栽 培 技 術
の 実 施 状 況 捌 査 と 研 究 佶 帳 の 交 換
ブ 枝 正 彦 , 2 0 磁 , 川 渡 艘 場 報 告 ・  1 7 1 2 3 - 1 2 7
多 孔 質 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 施 用 に よ る 水 稲 の カ ド ミ ウ ム 吸 収 抑 制 機 構 と 効 率 的
資 材 の 開 発 . 1 m p r o v e m e n t  o f  c d  a b s m p t l o n  i n  r i c e  p l a n t  b y  p 0 1 ' o u s  c a l s i u m
S Ⅱ i c a t e a p P Ⅱ C a t i o n . 平 成  1 3  午 度 ~ 平 成  1 4 年 度 利 ' 学 研 究 費 補 助 金 [ 萌 芽 研 究 ]
研 究 成 果 帳 告 出
三 枝 正 彦 , 2 0 0 3
農 業 技 術 の 革 新 に 向 け て , 第 1 9 期 日 本 学 何 i 会 議 士 壌 肥 料 ・ ・ 植 物 栄 養 学 研 究
迎 絡 委 員 会
二 枝 正 彦 , 2 0 備
超 強 酸 性 領 域 に お け る 植 物 と ・ 上 壌 の 判 互 作 用 に 関 す る 研 究 , 平 成 1 5 年 度 ~
平 成 1 7 午 度 科 ・ 学 研 究 費 補 助 金 [ 基 盤 研 究 ( A ) ] 研 究 成 果 報 告 書
三 枝 正 彦 . 2 0 0 6
複 合 生 態 フ ィ ー ル ド 利 ・ 学 の 創 成 企 画 . 平 成 1 7 午 度 利 ・ 学 研 究 喪 相 狙 力 令 [ 基 継
研 究 ( C ) ] 研 究 成 果 報 告 書
三 枝 正 彦 , 2 0 0 6
1 0
1 1
1 2
1 3
Ⅲ . 研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 ・ 共 同 執 筆 )
1 . 高 等 柚 物 の グ ル タ ミ ン 酸 脱 水 素 酵 系 に つ い て  a ) 補 酔 素 特 異 件 と 細 胞 内 分
布 に つ い て
三 枝 正 彦 ・ 大 平 幸 次 ・ 藤 原 彰 夫 . 日 本 士 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  4 1  a l )  4 6 1 - 4 6 6 .
1 9 7 0
2
高 等 植 物 の グ ル タ ミ ン 酸 脱 水 素 酵 素 に つ い て ( 第 2 報 ) 亜 鉛 欠 乏 植 物 に お け
る ア ミ ド お よ び 遊 籬 ア ミ ノ 酸 の 蓄 積 に つ い て
三 伎 正 彦 ・ 大 平 幸 次 ・ 藤 原 彰 夫 . 日 本 士 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  4 3  ( 1 0 )  3 7 1 3 7 6 ,
1 9 7 2
3
M i n e r a l o g i c a l  a n d  a g r o c h e m i c a l  p r 0 1 ) e r t i e s  o f  K a w a t a b i v o l c a n i c  a s h  s o i l
J .  M a s u i ,  S .  s h o j i ,  M .  s a i g u s a ,  H .  N l d o ,  S .  K o b a y a s i , 1 .  Y a m a d a ,  K .  s a i l o ,
T 0 1 ] o k u J o u r n a l o f A g r i c u l t 山 ' a l R e s e a r c h  ・  2 4  ( 4 )  1 6 6 - 1 7 4 , 1 9 7 3
4 商等村井勿のグルタミン酸脱水素酢素について(4)種々の環境条件下におけ
るカブラおよび水稲のグルタミン酸脱水系酵系活性
三枝正彦・大平立次司黍原彰夫,日本土埋朋巴料学雑誌・"(1) 18-22
1973
5 GIUねn〕ate dehydrogenase in higher planlS 111. Existence of NN)PH・1inked
glulamate dehydrogenase
M. saigusa, K. ohira, A. Fujiwal'a, soilscience and plant Nutrition ・ 19 (2)
125-132,1973
Glutamate dehydrogenase in highel' planls v. puri丘Cation and pl'operlies of
Ihe enzyme 丘om turnip rools
M. saigusa, K. ohira, A. FujiW祖、a, TohokⅡ Journal of AgricU11Ural
Researcl]・ 25 (2) 86-95,1974
6
7 Sludies on tl〕e nutrition of rice cC11 Culture 11. Microelemenl requirement and
tl〕e effecls of denciency
K' ohira, K. ojima, M. saigusa, A. Fujiwara, plant and ce11Physi010鰐・ 16
73-81,1975
東北地方の水田上壌の粘士鉱物(第7゛尉秋田県各地の代表的水田士壌の*占
士鉱物
'枝正彦・庄子貞雄・増井淳一・田H喜久治.日本士壌肥料学雑誌・46
(6) 217-222,1975
(第8縦)福島盆地北部の土壌(その 1)東北地方の水田t填のネ占t鉱物
f圭b 増井淳一,日本士壌肥料学雑i志・ 46 d2)三枝0{彦・庄子貞雄・安膝 ーー^●上ア_
536-541,1975
束北地方の水田士壌の半古士鉱物(第9ま田福島盆地北部の士壌(その2)
三枝正彦・庄子貞雄・安藤豊・増井淳一.Π本二1,剣1巴料学雑誌・ 46 (12)
542-546,1975
東北地方の水田士壌の粘士鉱物(第10幸長)福島盆地北部の士壌(その3)
三枝正彦・庄・f貞雛・安膝豊・増ナ幹享・・・,日本士堰引把料学判歸志・ 47 (2)』d'
21-24,1976
東北地方の水田士壌の粘t鉱物(第Ⅱ〒田福島盆地北部の・上壌(その4)
三枝正彦・庄子貞雄・安係豊・増ナN卓・,日本上壌肥料学雑1志・ 47 (3)
65-68,1976
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O C 田 ・ r e n c e  o f  c u  a n d  z n  w i t h i n  t h e  p r o f i l e s  o f  s o i l s  f o r m e d  f r o m  d i 丘 e r e n t
P a r e n l a s h e s  a n d  c o r n  r e s p o n s e  l o  t h e s e  e l e m e n t s
M .  s a i g u s a ,  K .  s a i l o ,  S .  s h o j i ,  T o h 0 1 く U  J o u r n a l o f A g H c u l t u r a l R e s e a r c h  '  2 7
( D  1 2 - 1 9 . 1 9 7 6
A m o r p h o u s  c l a y  m a t e r i a l s  o f T o w a d a k l d o  s o i l s
S .  s h o j i ,  M .  s a i g u s a .  s o i l s c i e n c e  a n d  p l a n l N u t l ' i t i o n  ・  2 3  ( 4 )  4 3 7 - 4 5 5 , 1 9 7 フ
球 状 ハ ロ イ サ イ ト の 内 部 構 造 と 結 品 成 長
二 枝 正 彦 ・ 庄 子 貞 雛 ,  H V E M  R e p o r l s o f T o h o k u  u n i v e r s i t y  ・  1 4 1 ・ 4 5 . 1 9 7 8
C l a y  m i n e r a l o g y  o f H i j i 0 1 ' i  a n d  N 1 1 m a z a w a k l d o  s o i l s
1 .  Y a m a d a ,  M .  s a i g u s a ,  S .  s h o j i ,  S O H  s c i e n c e  a n d  p ] a n l  N u l r i t i o n  '  2 4  ( D
7 5 - 8 9 , 1 9 7 8
O C C 山 ' r e n c e  o n a m i n e r  o p a l i n e  s i l i c a  i n  s o m e  o r e g o n  k l d o s o l s
S .  S I ] ( ホ ,  M .  s a i g u s a ,  s o i l s d e n c e  a n d  p l a n l N u l r i t i o n  ・  2 4  ( D  1 5 7 、 1 6 0 , 1 9 7 8
O r i g i n  a n d  n a t u r e  o {  h a 1 1 0 y s i t e  i n  A 1 1 d o  s o i l s  f l ' o m  T o w a d a  t e p h l ' a ,  J a p a n
M .  s a i g Ⅱ S a , S .  s h o j i , T .  K a l o ,  G e o d e r m a  ・  2 0  ( 2 )  1 1 5 - 1 2 9 . 1 9 7 8
火 Ⅱ _ 1 灰 の コ バ ル ト 含 量 に つ い て
庄 子 貞 雄 ・ 三 枝 正 彦 ・ 海 老 原 学 , 日 本 士 壌 肥 判 ・ 学 雑 誌 ・  5 1  ( 4 )  3 3 5 3 3 6 ,
1 9 8 0
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
P l a n t  r o o t  g r o w t 1 1 i n  a c i d  A n d o s o l s  f r o m  n m ' t l ] e a s l e r n  J a p a n  : 1 .  s o i l
P r o p e r t i e s  a n d  r o o t  g r o w t h  o f b u r d o c k ,  b a l ' 1 e y ,  a n d  o r c h a r d  g r a s s
S .  s h o j i , M .  s a i R u s a , T . T a l く a h a s l ] i .  s o i l s c i e n c e  ・  1 3 0  ( 3 )  1 2 4 - 1 3 1 . 1 9 8 0
P l a n t  l ' o o t  即 ' O W 壮 〕  i n  a c i d  k l d o s o l s  f r o l n  n o r t h e a s t e l ' n  J a p a n  : 2 .  E x c h a n g e
a c i d i t y  Y  a s  a  l ' e a l i s l i c  m e a s u r e  o f  a l u n 〕 i n u m  t o x i c i t y  p o t e n t i a l
M .  s a i g u s a ,  S .  s h o j i , T . T a l く a h a s h i ,  s o i l s c i e n c e  ・  1 3 0  ( 5 )  2 4 2 - 2 5 0 ,
1 9 8 0
C h e m i s t r y  a n d  d a y  m i n e l 、 a l o g y  o f  A n d o  s o i l s ,  b r o w n  f o r e s t  s o i l s ,  a n d
P o d o z o l i c  s o i l s  f 0 Π η e d  f r o n u ' e c e n t T o w a d a  a s h e s ,  n o r t h e a s t e r n  J a p a n ,
S .  s h o j i ,  Y .  F Ⅱ j i w a r a , 1 .  Y a m a d a ,  M .  s a i g u s a ,  s o i l s c i e n c e  ・  1 3 3  ( 2 )  6 9 - 8 6 .
1 9 8 2
黒 ボ ク 士 F 層 の 酸 竹 が ム ギ 類 の 施 肥 窒 索 吸 収 と 生 育 収 吊 . に お よ ぼ す 影 縛
三 枝 正 彦 ・ 庄 子 貞 焔 . ・ 酒 井 博 , 日 本 士 壌 肥 料 t 1 判 齢 志 ・  5 4  ( 6 )  4 6 0 - 4 6 6 ,
1 9 8 3
2 1
2 2
2 3
24 SOH developlnen11〕rocesses in an Aqua】f・ochrept sequence 丘om loess with
admixtures oftepl]ra, New zealand
R. L. par丘杜, M. saigusa, D. N. Eden, J0山'nal of soil sdence ・ 35 625-640.
1984
25 藏王火山灰の分布と噛・性
三枝正彦・庄、f貞雄.ペドロジスト・ 28 (1) 14-25,1984
黒ボク士下層の"妾性がアルファルファとオーチャードグラスの施肥窒素吸
収・生育収量におよぼす影祥
三枝正彦・庄子貞雄.日本草地学会i志・ 30 (3) 255-263,1984
A110phane and ha110ysite formation in a vokanic ash bcd under different
moisture condi{ions
R. L. pal・fitl, M. saigusa, J. D. cowie, S0Ⅱ Science ・ 138 (5) 360364,
1984
26
27
28 Nlophane and l〕unus・aluminum in spodosols and k〕depls fonned 介om lhe
Same volcanic ash beds in New zealand
R. L.par丘tt, M.saigusa, soilscience ・ 139 (2) 149-155,1985
黒ボク土下層の酸性が混播牧草の生育収量および草種構成におよぼす影粋
1.アルファルファ・オーチャードグラスの混播栽培と下層士酸性
三枝正彦・庄子貞雄・後藤純,日本草地学会誌・ 31(2) 234-2如,1985
Propa'ties of nona110phanic A11dosols from Japan
S. shoji, T.1to, M. saigusa,1. Yamada, soilsdence ・ 140 (4) 264・27フ,
1985
29
7
30
31 黒ボク土下層上の酸性状態とソルガムの窒素吸収および生育について
庄子貞雄・三枝正彦・後藤純.目本上壌肥料学雑誌・ 57 (3) 264-271,
1986
32 Surface weathering in zao tephra dominated by manc glass
M. saigusa, S. shoji, soilscience and plant Nutrilion ・ 32 (4) 617-628,
1986
33 強酸性黒ポク士における人麦の生育・収量と窒素施肥法
三枝正彦・庄子貞雄・酒井博,川渡農場報告・ 3113-118,
弧卿芝徃非アロフェン質黒ボク上における作物の生育
三枝正彦・j・乍子貞雄・後藤純,川渡農場報告・ 3119-124,
34
1987
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加 圧 蟆 怯 に よ る 黒 ボ ク t の 1 5 バ ー ル 水 分 と 有 効 水 分 呈
三 枝 正 彦 → 上 子 貞 雄 ・ 巾 南 博 , 日 本 上 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  5 8  ( 3 )
1 9 8 7
3 6
C l a y  m i n e r a l o g l c a l  a n d  c h e m i c a l  p r o p e r t i e s  o f  n o n a 1 1 0 p h a n i c  A n d e p l
( A n d i s o l s )  f r o n ]  o r e g o n ,  U S A
S .  s h o j i ,  Y .  S Ⅱ Z u l d ,  M .  s a l g 1 1 S a .  T h e  s o i l  s c i e n c e  s o c i e t y  o f  A m e l ' i c a
j o u r n a l ・  5 1  ( 4 )  9 8 6 - 9 9 0 , 1 9 8 7
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ チ リ ・ エ ク ア ド ル の 火 山 灰 土 の 腐 植 の 性 質
庄 子 貞 雄 ・ 伊 藤 豊 彰 ・ 巾 村 茂 1 ' ・ 二 1 枝 正 彦 , 日 本 士 壌 肥 料 学 雛 誌 ・  5 8  ( 4 )
4 7 3 - 4 7 9 、  1 9 8 7
A n d i s 0 1 ・ E n t i s o l  u ' a n s i t i o n  p l ' o b l e n 〕
S .  S I ] o j i , T . 1 t o ,  M .  s a i g u s a . ペ ド ロ ジ ス ト ・  3 1  ( 2 )  1 7 1 ・ 1 7 5 , 1 9 8 7
南 八 甲 田 に お け る 火 山 灰 由 来 土 壌 の 形 態 的 学 竹 . 質 と 十 1 裏 分 類
庄 子 貞 雄 ・ 高 橋 正 ・ 二 枝 正 彦 ・ 山 田 ・ 郎 , 日 本 I J 刈 旧 料 ・ 学 雑 誌 ・  5 8  ( 6 )
6 3 8 - 6 4 6 . 1 9 8 7
3 7
3 8
3 9
4 0
P r 0 1 〕 a ' 1 i e s  o f  s p o d o s o l s  a n d  A n d i s o l s  s h o w i l 〕 g  d i m o s e q u e n l i a l  a n d
b i o s e q u e n t i a l r e l a l i o n s  i n  s o u l h e r n  H a k k o d a ,  n o r t l 〕 e a s t e n ]  J a p a n
S .  s h o j l ,  T . 1 a k a h a s h i ,  M .  s a i g u s a , 1 .  Y a m a d a ,  F .  C .  u g o l i n i ,  s o i l  s d e n c e  ・
1 4 5  ( 2 )  1 3 5 - 1 5 0 . 1 9 8 8
水 稲 の 初 期 生 育 促 進 に 文 1 す る ポ ッ ト 苗 移 植 お よ び 側 条 施 肥 の 効 果
佐 膝 で 劇 准 ・ 渋 谷 映 ・ ・ 一 三 枝 正 彦 ・ 阿 喜 「 " 鳶 郎 ,  j 川 度 農 場 邦 告 ・  4 5 - 8 , 1 9 8 8
非 ア ロ フ ェ ン 質 黒 ボ ク 土 の 士 地 利 用 と 理 化 学 性
三 枝 正 彦 ・ 庄 子 貞 胤 f ・ 尾 形 佳 彦 . 川 ■ 魚 喪 場 軒 ' 占 一  4 9 - 1 3 , 1 9 8 8
昭 和 6 2 年 度 に お け る 作 物 病 害 の 発 生 訓 査 と 2 , 3 の 解 析
吾 妻 道 章 ・ 羽 柴 脚 良 ・ 阿 部 篤 郎 ・ 三 枝 正 彦 ・ 江 原 淑 夫 , 川 渡 農 場 扱 告 ・ ・ 4
2 7 3 2 , 1 9 8 8
水 稲 の ポ ッ ト 苗 移 柚 と マ ッ ト 苗 移 植 に 対 す る 側 条 施 肥 の 効 果
佐 膿 徳 雄 ・ 渋 谷 暁 ・ ・ 三 枝 正 彦 ・ 1 河 部 篤 郎 . 川 渡 農 場 報 告 ・  5 9 - 1 2 , 1 9 8 9
黒 ボ ク 士 下 層 の 酸 性 状 態 と ソ ル ガ ム の 生 育 ・ 水 う " 吸 収 に つ い て
三 枝 正 彦 ・ 庄 子 貞 雄 ・ 後 藤 純 ・ 三 角 裕 治 ・ 桜 谷 暫 夫 , 川 渡 農 場 報 告 ・ 5
1 3 - 1 7 , 1 9 8 9
3 7 4 3 7 フ .
4 1
4 2
4 3
4 4
4 5
46 強酸性黒ボク_上における飼料・作物の省力多収栽培に関する研究第2報基
肥窒素施肥吊と施肥形態がデントエーンおよびソルガムに及ぼす影紳
児玉広志・三枝正彦・渋谷暁一・阿部篤郎・内藤誠也、川渡農場帳告・5
19-23,1989
川渡黒ボク十における石灰並びにりン酸の肥効に対する作物種冏差について
小島邦彦・二枝正彦・菅原和夫十黄田聡・佐々木瑞拡佐・伊沢健・八嶋
康広・渋谷暁一.川渡農場縦告・ 627・32,1990
黒ボク士の石灰中和とカルシウム栄於
三枝正彦・西谷光t ・松山信彦・庄子貞雛・阿剖Ⅱ鳶郎,川渡農場級告・ 6
3338,1990
追肥粒径が人麦収量に及ぼす影響
渋宅郡党一・1河部篤郎・三枝正彦・イ■係徳雄,川渡農場机告・ 639-42,1990
水稲の生育収量に及ぼす被稜尿素の施肥怯と施肥量の影粋
佐j藤で劇#・渋谷暁一・三枝正彦・1河部篤郎,川渡農場帳告・ 6心・49,1990
オオセンナリ(Mmπd地つ加Sα勿dおし.)の生態と防除
三枝正彦・が子?引暁・・狩'里〒広・阿盲隣衡郎,川波農場帳告・ 667ーフ2、 1990
速心寸去による黒ボク・上の 15バール水分の測定
气枝止彦 q主子貞雛・石森裕康・伊膝坐ゞ杉,月本士壌肥料・学判鈴志・ 61(6)
635-637.1990
アトラジン・アラクロールの除草効果とジャガイモの生育収批
メ枝正彦・渋谷暁・ー・高橋立一・阿告影鰐郎,Π本作物学会栄北支部会報・
3346・48,1990
19釘,88豊凶年におけるササミノリの牛育収量と休内成分の変動
佐藤徳雄・渋谷暁・・・三枝止彦・1河剖筑'郎,日本作物学会東北支部会帳・
3364-67,1990
耐酉麦性の異なるマメ利・牧草とオーチャードグラスの混播栽培
三枝正彦・1・王子貞雄・阿音隣'郎,日本十壌肥料学雑謎卜 62 (1)フ-13,1991
Chelnislry and fertility ol add Andisols with spedal reference to subsoil
acidity
M. saigusa, N. Malsuyama, T. Honna, T. Abe, in "plant・soi11nteraction at
LOW PH" ed. R. J. wright et al.,73-80,1991,1auwer Academic publisher
Netherland
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5 7
C l a y  m i n e r a l o g y  o f  t w o  A n d i s o l s  s h o w i n g  a  h y d r o s e q u e n c e  a n d  i t s
r e l a l i o n s h i p s  t o  t h e i r  p h y s i c a l  a n d  c h e m i c a l  p r o p a ' t i e s
M .  s a i g u s a ,  S .  s h o j i ,  M .  o t o w a , ペ ド ロ ジ ス ト ・  3 5  ( 1 )  2 1 3 3 . 1 9 9 1
A n 小 S 0 1 分 類 法 に よ る 北 海 道 根 釧 地 力 の 火 山 灰 上 壌 の 分 類
伊 藤 豊 彰 ・ 庄 子 貞 雄 ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 士 壌 1 把 料 学 雑 誌 ・  6 2  ( 3 )  2 3 7 - 2 4 7 ,
1 9 9 1
5 8
5 9
ア ル ミ ニ ウ ム 耐 性 オ オ ム ギ 細 胞 の ス ト レ ス 選 抜 と そ の 再 分 化 杣 物 の 黒 ボ ク 土
で の 牛 育
小 島 邦 彦 ・ 横 田 聡 ・ 佐 々 木 瑞 雛 ・ 石 毛 克 己 ・ 岡 村 正 受 ・ 小 山 内 英 一 ・ 三 枝
正 彦 ・ 菅 原 和 夫 , 川 渡 農 場 机 告 ・  7 1 - 6 、  1 9 9 1
束 北 地 力 に 分 布 す る 黒 ボ ク t の 類 型 区 分 ( 第 1 報 ) 北 東 北 に 分 布 す る 黒 ボ ク 上
三 枝 正 彦 ・ 杉 M J 」 信 彦 ・ 1 河 音 化 鴫 郎 ・ 井 上 克 弘 ・ 古 川 英 一 ・ 飯 塚 文 男 ・ 小 野
剛 ι { . 川 渡 農 場 机 告 ・ ・ フ フ - 1 3 . 1 9 飢
束 北 地 方 に 分 布 す る 黒 ボ ク 士 の 類 型 区 分 ( 第 2 亨 脚 南 東 北 に 分 布 す る 黒 ボ ク 士
松 山 信 彦 ・ 三 枝 正 彦 ・ 阿 部 篤 郎 ・ 熊 谷 勝 己 ・ 斎 肱 公 夫 ゛ 營 野 忠 教 , 川 渡 農 場
十 R 告 ・  7 1 5 - 1 9 . 1 9 9 1
水 稲 の 湛 水 直 播 と 乾 田 直 播 栽 培 に 刈 す る 肥 効 調 節 型 被 稜 尿 素 の 施 用 効 果
佐 藤 徳 私 隹 ・ 渋 谷 暁 ・ ー ・ 高 橋 幸 一 ・ 三 枝 正 彦 ・ 阿 部 篤 郎 , 川 渡 農 場 報 告 ・ フ
4 5 - 4 8 , 1 9 9 1
肥 効 調 節 型 被 覆 尿 素 肥 料 ・ を 朋 い た バ レ イ シ ョ の 全 吊 基 肥 栽 培
小 田 島 守 ・ 高 橋 幸 一 ・ 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 ' ・ 阿 部 篤 郎 , 川 渡 農 場 報 告 ・ フ
4 9 5 1 . 1 9 9 1
非 ア ロ フ ェ ン 質 黒 ボ ク 草 地 に お け る 士 壌 酸 竹 の 経 年 変 化 と 牧 草 収 呈 お よ び 塩
基 吸 収 量
藤 問 充 ・ 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 ・ ・ ・ 阿 部 篤 郎 、 川 渡 農 場 報 告 ・ フ 7 5 - 8 1 , 1 9 9 1
川 渡 黒 ボ ク 土 に お け る デ ン ト コ ー ン の 不 耕 起 栽 培 試 験
矢 吹 勝 利 ・ 阿 部 篤 則 卜 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 狩 野 広 , 川 渡 農 場 報 告 ・ フ
8 3 - 8 8 , 1 9 9 1
水 稲 の 不 耕 起 直 播 栽 培 に 対 す る 肥 効 調 節 型 肥 料 ・ の 効 果
佐 藤 徳 雄 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 三 枝 正 彦 ・ 阿 部 篤 郎 , 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 報 ・
3 4 1 9 - 2 0 、  1 9 9 1
6 0
6 1
6 2
6 3
6 4
6 5
6 6
67 燐酸石膏による強酸陛黒ボク士の下層十改良
三枝正彦・藤問充・阿部篤郎,Π本作物学会束北支部会報・ 3479-80,
1991
68 肥効開節型被粳尿索による牧草の年一回施肥法
_三枝正彦・渋谷暁・・・・狩野広・!河部篤郎,日本作物学会東北支部会張
3481-82,1991
強油台吐黒ボクtにおける植物有害N I.色麻士壌におけるNの吸,脱着と
水稲幼植物の牛育
三枝正彦・松本達・阿部篤郎,日本作物学会束北支部会帳・ 34 綿・84,
1991
69
70 黒ボク土の荷亀特性と士壌管理上の問題点
三枝止彦・松山信彦・阿部篤郎、日本士坪訓巴料・学雑誌
1992
71 黒ボク土における交換酸度y の再評価
三枝正彦・庄子貞難・伊藤豊彰・本名俊正、 H本士壌肥料学雑;志・ 63 (2)
216-218,1992
十和田火山灰層におけるハロイサイトの産状について
三枝正彦・庄子貞雄,ペドロジスト・ 36 a) 2-15,19兜
Utilizalion of nona110phanic Nldosols as nursery bed soilfor rice seedlings
M. saigusa, M. Z. Hossain, M. Toma, K. shibuya, T. Abe,川渡農場報告・ 8
1-5,1992
各種石灰資材による非アロフェン質黒ボク草地の酸性改良
膝[珂充・三枝正彦・西谷光井・渋谷暁・・・阿部篤郎,川渡農場報告・ 87・
12,1992
北海道に分布する黒ボク士の類型区分
松山信彦・三枝正彦・衆ル也晃二・阿部篤郎,川渡農場帳告・ 813-18,19兜
水稲のポット苗移植とマット苗移植に対する肥効調節型被覆尿素の全量基肥
施用効果
佐藤徳雄・三枝止彦・渋谷暁・ー・阿部篤郎,日本作物学会東北支部会帳・
3539-40,1992
72
H
73
74
63 (2) 196-201,
76
75
1 2
フ フ
肥 効 調 節 型 被 稜 尿 * を 用 い た デ ン ト コ ー ン の 不 耕 起 令 祉 某 肥 栽 培
三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 遊 佐 良 一 ・ 阿 部 篤 郎 . 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 帳 ・
3 5 6 7 - 6 8 、  1 9 9 2
開 拓 地 士 壌 概 要 に 基 づ く 交 換 酸 度 y  に よ る 我 国 煕 ボ ク 十 の 類 型 区 分
三 枝 正 彦 ・ 松 1 _ 1 _ 1 信 彦 ・ 阿 部 篤 郎 . 日 本 上 壌 肥 1 引 ・ 学 雑 誌 ・ 綿 ( 6 )  6 4 6 - 6 5 1 、
1 9 9 2
7 8
7 9
肥 効 嗣 節 型 被 覆 尿 素 を 用 い た デ ン ト コ ー ン の 全 量 基 肥 栽 培
三 枝 正 彦 ・ 児 玉 広 志 ・ が 井 引 暁 一 ・ 阿 音 隣 衡 郎 , Π 木 草 地 学 会 結 ・  3 9  ( 1 )  4 4 ・
5 0 . 1 9 9 3
デ ン ト コ ー ン 栽 培 圃 場 に お け る オ オ セ ン ナ リ ( Ⅳ i m π d 汝 つ 加 S α 1 0 d ι S  ( L . )
P e r s . ) の 生 態 と 防 除
三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 1 河 部 篤 郎 , 日 本 草 地 学 会 ; 志 ・  3 9  ( 1 )  7 1 - 7 6 , 1 9 9 3
束 北 地 方 に お け る ア ロ フ ェ ン 質 黒 ボ ク 士 と 非 ア ロ フ ェ ン 質 黒 ボ ク 士 の 分 布
三 枝 [ モ 彦 ・ 松 山 信 彦 ・ 1 珂 部 篤 郎 . 日 本 十 壌 肥 料 学 雑 は ・  6 4  ( 4 )  4 2 3 - 4 3 0 .
1 9 9 3
8 0
8 1
8 2
肥 効 訓 節 型 被 覆 尿 素 を 用 い た 水 稲 の 全 躍 基 肥 不 耕 起 直 播 栽 培
佐 際 徳 鮴 ・ 渋 谷 暁 一 ・ _ ' 枝 正 彦 ・ 1 河 部 篤 郎 , 日 本 作 物 学 会 紀 事 ・  6 2  ( 3 )
4 0 8 - 4 1 3 , 1 9 9 3
黒 ボ ク 士 に お け る 植 物 有 筈 N に 関 す る 研 究 第 1 緩 各 種 黒 ボ ク 士 に お け
る モ ノ マ ー A 1 イ オ ン と ポ リ マ ー N イ オ ン の 吸 ・ 脱 着 反 応
三 枝 正 彦 ・ 1 公 本 達 ・ 阿 部 篤 郎 , 川 渡 農 場 報 告 ・  9 1 - フ , 1 9 9 3
黒 ボ ク 士 に お け る 植 物 有 害 N に 関 す る 研 究 第 2 机 水 耕 栽 培 お よ び 湛 水
士 耕 栽 培 に お け る モ ノ マ ー N イ オ ン と ポ リ マ ー N イ オ ン の 植 物 有 害 性
松 本 達 ・ 二 1 枝 正 彦 ・ 阿 音 影 衡 郎 ,  1 1 Ⅲ 男 提 場 報 告 , ・  9 9 - 1 5 , 1 9 9 3
ワ イ ル ド ラ イ ス ( z i Z α 1 1 i α つ α 1 記 S h i s ) の 郡 長 と ι 准 花 ・ 雌 花 の 割 合
三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 星 川 清 親 ・ 源 馬 琢 磨 , 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 机 ・
3 6 1 3 - 1 4 , 1 9 9 3
雑 草 化 し た コ ン フ リ ー ( s y 抗 つ 加 詔 解  0 ノ テ i C 力 1 α ル  L . ) の 生 態 と 防 除 第  1 帳
茎 付 き 切 断 根 重 お よ び 埋 設 深 と 地 上 部 の 生 育
三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 ・ ー ・ 根 本 正 之 , 臼 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 帳 ・  3 6 1 5 - 1 6 ,
1 9 9 3
8 3
8 4
8 5
8 6
87 E丘ects of phosphogypsum application in tops0Ⅱ on amelioration of subs0Ⅱ
acidily of nona110phanic Nldosols
M. saigusa, M. Toma,1he late T. Abe,日本草地学会誌・ 39 (1) 397-404,
1994
88 N山nin山n release ralesfrom aⅡOphanic and nonaⅡOphanicA11dosols
R. A. Dahlgren, M. saigusa, soilscicnce and plantNulrilion ・ 40 (1) 125・
136,1994
肥効誹億"型被覆尿素によるオーチャードグラス(DadルSgル抗ι地taL.)採草
地の全量春施肥栽培
三枝正彦・渋谷暁・・・・・故阿部篤郎,日本草地学会誌・ 40 (1) 95-100,1994
西日本におけるアロフェン質黒ボク士と非アロフェン質黒ボク士の分布
松山信彦・三枝正彦,ペドロジスト・ 38 (1) 2-9,1994
関東および中音陞也方におけるアロファン質黒ボク士と非アロフェン質黒ボク
士の分布
松山信彦・三枝正彦・故阿部篤郎,日本士壌肥料・学雑誌・備(3) 304・312,
1994
89
90
91
92 寒冷地におけるデントコーンの省力多収栽培
小田島守・狩野広・遊佐良一・三枝正彦,川渡農場報告・ 101-5,1994
環境保令型水稲栽培の試み
山本品子・三枝正彦・渋谷暁一,川渡農場報告・ 1019-26,1994
多孔質ケイ酸カルシウム水和物の農業利用第2報黒ポク水田士壌におけ
る水稲のケイ酸吸収と病害抵抗性
'枝正彦・山木晶子・渋谷暁・ー,日本作物学会東北支部会報・ 3737-38,
1994
13
93
94
95 苗箱全耻施肥水稲の耕起,不耕起田での生育推移
佐藤徳雄・三枝正彦・渋谷暁一,日本作物学会束北支部会報
1994
96 デントコーン幻川百物のりン酸に対する反応と黒ボク士におけるりン酸の可給
性の評価
松山信彦・三枝正彦・工畷啓一・、.日本作物学会東北支部公帳・ 3757-58,
1994
37 39-40,
N9 7
雑 草 化 し た コ ン フ リ ー ( s y 抗 P 加 加 抗  0 ガ ' 北 h 地 1 ι  L . ) の 牛 態 と 1 り 邦 余 第  2  縦
ニ ン ジ ン 畑 に お け る 生 育 状 況 と 被 害 状 況
佐 膨 新 恵 雄 ・ 渋 谷 暁 ・ ー ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 帳 ・  3 7 6 3 - 6 4 ,
1 9 9 4
9 8
P h y t 0 1 0 x i d t y  o f  m o n o l n e r  a l u m i n 山 n  i o n s  a n d  h y 小 ' o x y ・ a l u m i n u m  p o l y l n e r
i o n s  i n  a n  A 1 1 d o s 0 1
M .  s a i g u s a ,  T .  M a t s u m o t o ,  T .  A b e ,  R .  A .  D a t e  e t  a l . ( e d s . ) " p l a n t  s o i l
I n t e r a c t i o n  a l  L O W  P H " , 3 6 7 - 3 7 0 、  1 9 9 5 ,  K l u w e r  A c a d e m i c  p u b l i s h e r
N e l h e r l a n d
9 9
ジ ャ ガ イ モ に 対 す る り ン 酸 石 膏 の 施 用 効 果
藤 間 充 ・ 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 , Π 本 士 壌 肥 料 学 球 薪 志 ・  6 6  ( 3 )
1 9 9 5
1 0 0
農 村 H 也 に お け る ヒ レ ハ リ ソ ウ の 栄 養 繁 殖 特 性
根 本 正 之 ・ 渋 谷 砥 τ ・ ・ 三 枝 正 彦 , 雑 草 研 究 ・  4 0  ( 3 )  2 船 ・ 2 0 8 , 1 9 鮖
急 傾 斜 放 牧 草 地 に お け る 施 肥 法 の 改 善 と 草 勢 の 変 化
洗 典 明 ・ 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 , 川 渡 膿 場 報 告 ・  1 1 1 7 - 2 3 , 1 9 9 5
E s l a b Ⅱ S h m e n l  o f  c U 1 1 i v a t i o n  m e t h o d  o f  H i t o m e b o r e  r i c e  i n  c o l d  r e g i o n  u s i n g
P o t  s e e d Ⅱ n g s
M .  s a l g u s a ,  M d .  Z .  H o s s a i n ,  T .  s a l o ,  K .  s h i b u y a . 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会
幸 長 ・  3 8 2 3 - 2 6 , 1 9 9 5
肥 効 調 節 型 肥 料 に よ る 急 傾 剣 草 地 の 施 肥 法 の 改 善
三 枝 正 彦 ・ i 龍 典 明 ・ 渋 谷 暁 一 , 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 報 ・  3 8 1 0 7 - 1 0 8 、
1 9 9 5
1 0 1
1 0 2
1 0 3
1 0 4
M a x i n 〕 i z i n g  r i c e  y i e l d  w i t h  c o n t l ' 0 1 1 e d  a v a i l a b i l i t y  f e r l i l i z e r  a n d  n o - 1 i l ] a g e
C u l t u r e  i n  c o n l r 0 1 1 i n g  e n v i r o m n e n t a l  d e g r a d a t i o n
M .  s a i g u s a ,  M d .  Z .  H o s s a i n ,  T .  T a s h i r o ,  K .  s h i b u y a ,  p r o c e e d i n g  o f
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i 山 n  o n  " M a x i l n i z i n g  s u s t a i n a b l e  R i c e  Y i e l d s  t h l ' o u g h
I m p r o v e d  s o i l  a n d  E n v i r o n m e n t a l M a n a g a n e n f l , 7 5 - 8 5 , 1 9 9 6
I m 御 ' o v e m e n t  o f  h e a 〔 H n g  t i m e  o f  h i g h  q u a l i t y  l ' i c e  ( o r y z a  s a h ' υ α  L .  C V
H i t o n 〕 e b o r e )  i n  c o l d r e g i o n s
M .  s a i g u s a ,  M d .  Z .  H o s s a i n , 1 .  s a t o ,  K .  s h i b u y a ,  T o h 0 1 く U  J o u r n a l  o f
A g r i c u l t u r a l R e s e a r c h  ・  4 6  ( 3 - 4 )  1 0 1 - 1 Ⅱ , 1 9 9 6
2 6 4 - 2 6 6 .
1 0 5
106Establishme址 ofcultivation methods ofHitomebore rice in cold regions
M. saigusa, Md. Z. Hossain, T. salo, K. shibuya, Toh01くU Journal of
AgricU11UralResearch ・ 46 (3-4) 113-123,1996
東北地方の耕地黒ポク士の活性アルミニウムとそれに関わる2,3の化学性
'ι枝正彦・1公山信彦,日本士壌肥料、学雑誌・ 67 (2) 174・179,1996
Nleviation of subsoil acidity in nonaⅡOphanic A11dosols by phosphogypsum
application in topsoil
M. saigusa, M. Toma, M. Nanzyo. soilscience and plant Nulrition .42 (2)
221-227,1996
ワイルドライス(アメリカマコモ)に発生したいもち病
生井恒雄・貫名学・三枝正彦・富樫二郎,日本植物病理学会蝦・ 62 (3)
247-253,1996
黒ボク士の酸性化に伴う1舌性N,りン酸吸着活'性およ乙町J ン酸可ホ合性
伊藤豊彰・乎岡三浩・三枝正彦,川渡農場報告・・ 121-フ,1996
水稲の不耕起直播栽培における湛水時期と窒索形態が苗立ちとその後の生育
に及ぼす影縛
田代卓・三枝正彦・渋谷暁一・,川渡農場平R告・ 129-14,1996
水稲の不耕起直播栽培における肥料形態の違いが苗立ちに及ぼす影料
田代卓・三枝正彦・渋谷暁一,日本作物学会東北支部会報・ 393-4,1996
各神水稲苗の由来別吸収窒索について
三枝正彦・花木真由美・伊藤豊彰,日本作物学会東北支部会報・ 3921-22,
1996
107
108
109
HO
111
112
15
113
114放牧草地における施肥窒素の形態と牧草の硝酸蓄祐
三枝正彦・瀧典明・渋谷暁一,日本作物学会東北支部会報・ 39 部・88,
1996
115E丘ects of no・tiⅡage systems on silage・corn yields and soil characteristics in
Andisols
T.1to, H.1noue, M. saigusa, T. A11do et al.(eds.) plant Nutrition ・ for
Sustainable Food production and Environment,653-654,1997
1 6
1 1 6
E f l e c t s  o f  p o l y o l e f i n 、 c o a t e d  f e r t i l i z e r  c o n l a i n i n g  N P K  a n d  m i c r o ・ e l e m e n t s  o n
C o p p e r  d e 6 d e n c y  i n  b a r l e y  a n d  W 1 1 e a t i n  a c i d  l ] i g h  h 山 n l c  k l d i s 0 1
M .  s a i g u s a ,  A .  T o s a l d ,  T . 1 t o ,  K .  s h i b u y a ,  T .  A n d o  e t  a l . ( e d s . )  p l a n t
N U 1 1 ' i t i o n  ・  f o r  s u s l a i n a b l e  F o o d  p r o d u c t i o n  a n d  E n v i r o m n e n t , 6 5 5 - 6 5 6 , 1 9 9 7
ポ ッ ト 苗 を 用 い た 寒 冷 地 の 水 稲 栽 培 に お け る 肥 効 調 節 型 被 覆 尿 素 の 令 量 基 肥
施 剛
佐 藤 徳 雄 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 作 物 学 会 紀 亊 ・  6 6  ( D  1 1 - 1 6 , 1 9 9 7
E 丘 e c t s  o f  p h o s l 〕 h o g y p s u m  o n  a m e Ⅱ o r a t i o n  o f  s t r o n g l y  a c l d  n o n a Ⅱ O p h a n i c
A n d o s o l s
M ' T o m a ,  M .  s a i g u s a ,  p l a n t a n d  s o i l  ・  1 9 2 4 9 - 5 5 . 1 9 9 7
M e c h a n l s m  o f r e d u c t i o n  o f e x c h a n g e a b l e  a l u m i n u m  b y  部 P s u m  a p p l i c a t i 0 1 ] i n
a d d  A 1 1 d o s o l s
M .  s a i g u s a ,  M .  T o m a .  s o i l s d e n c e  a n d  p l a n t  N u t r i t i o n  ・  4 3  ( 2 )  3 4 3 3 4 9 ,
1 9 9 7
1 1 7
H 8
1 1 9
1 2 0
リ ン 酸 石 膏 に よ る オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス ( D a d y i s g 1 ω 加 地 m L . ) の イ オ ウ 栄 養
の 改 推
藤 問 充 ・ 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 , 日 本 草 地 学 会 誌 ・  4 3  ( 2 )  1 6 4 ・ 1 6 7 , 1 9 9 7
水 稲 の 不 耕 起 画 播 無 稜 士 湛 水 栽 培 に お け る 湛 水 深 と Y 字 型 播 種 溝 が 幼 苗 の
生 育 に 及 ぼ す 影 粋
田 代 卓 ・ 三 枝 正 彦 ・ 佐 藤 徳 雄 ・ 庄 子 貞 雄 . 日 本 士 壌 肥 料 学 判 薪 志 ・  6 8  ( 5 )
5 5 9 - 5 6 3 . 1 9 9 7
中 山 問 地 の 水 稲 不 耕 起 直 播 栽 培 に お け る 栽 植 密 度 と 生 育 , 収 量
田 代 卓 ・ 三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 一 . 川 渡 農 場 祁 告 ・  1 3 1 - 5 . 1 9 9 7
士 壌 の コ ロ イ ド 組 成 を 老 慮 し た 遺 伝 子 組 換 え 植 物 隔 鯱 圃 場 の 造 成
三 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 ・ ・ ' ・ 安 藤 正 ・ 伊 藤 豊 彰 , 川 渡 農 場 報 告 ・  1 3 7 - 1 5 , 1 9 9 7
コ ロ イ ド 組 成 の 異 な る 耕 地 黒 ポ ク 士 の 農 業 機 械 走 行 に よ る 物 理 性 の 変 化
伊 藤 豊 彰 ・ 井 出 忠 行 ・ 三 枝 正 彦 , 川 波 農 場 報 告 ・  1 3 1 7 - 2 1 , 1 9 9 7
E 丘 e d  o f  f o l i a r  a p p l i c a l i o n  o f  t i l a n i u m  ( 1 V ) ・ a s c o r b a t e  o n  y i e l d  o f  c o r n  ( Z ι α
1 π α y S  上 . )  g r o w n  o n A I ] d i s 0 1
M .  s a i g u s a ,  A .  o m b o d i , 1 .  p a i s ,  K .  s h i b u y a .  j Π 渡 農 場 報 告 ・  1 3 2 3 - 2 8 , 1 9 9 7
石 膏 に よ る 稲 わ ら お よ び 稲 わ ら 堆 肥 の 分 解 調 節
藤 問 充 ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 _ ・ 士 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  6 8  ( 6 )  6 4 5 - 6 5 0 , 1 9 9 7
1 2 1
1 2 2
1 2 3
1 2 4
1 2 5
1 2 6
127多孔質ケイ酸カルシウム水和物の農業利用一第5報芝草新品種「みやこ」
のケイ酸吸収に及ぼす影縛
三枝正彦・小野澤モ介・渋谷暁一・波巡肇,日本作物学会東北支部会帳・
4073-74,1997
Dislribution of a110phanic kldosols and non・a110phanic A11dosols in Jal〕an
M. saigusa, N. Malsuyama, T01〕oku J011rnal of Agricultural Research .48
(3-4) 75-83,1998
Establishmenl of a〕e no・tⅡlage transplanting cultivation of high quaⅡly rice
"Hitolnebore" with a single basal al〕plicalion of contr011ed availability fertilizer
in pol seedling box in cold region
Md z. Hossain, M. saigusa, K. shil)uya.10hoku Journal of AgricU11Ural
Researcl]・ 48 (3-4) 85-92,1998
128
129
130E丘ects of subsoil and polyolefin・coated urea application on growth and
nilrogen uplake of oals and bal'1ey in kldisols
T.110, D. Yamada, M. saigusa, Tohoku Journal of AgricU11Ural Research ・
49 (1-2) 2532,1998
E丘ecl of single basal applicalion of polyolenn coated feHilizcr on growth and
yield of部'een peppers
A. oml)odi, M. saigusa, K. shibuya, Tohoku Journal of Agricu]tural
Research ・ 49 a・2) 33-40,1998
福島県と宮城県北部の主要な水田士壌の粘上鉱物組成
安藤正・三枝正彦・伊藤豊彰,川渡農場帳告・ 141-9.1998
塩類耐性と根系タイプを異にする作物の初期根系発達に及ぼす肥効調節型肥
料を用いた接触施肥法の影響
_二瓶直登・伊藤豊彰・三枝正彦,川波農場縦告・・ 1411-18.1998
寒冷地の水稲不耕起直播栽培における湛水保温効果
田代卓・三枝正彦・渋谷暁・・・,川リ劉提場・宰R告・ 1419-25,1998
造伝子組換え植物隔航圃場近隣の草本植物りスト
西脇亜也・沽和研二・三枝正彦,川渡農場机告・ 1445-49、 1998
逮伝子組換え植物隔航圃場近隣の木本植物りスト
消和研二・西脇亜也・三枝正彦,川渡農場報告・ 1451-54,1998
131
17
132
133
134
135
136
1 8
1 3 7
多 孔 質 ケ イ 儀 カ ル シ ウ ム 水 和 物 の ケ イ 酸 資 材 と し て の 評 価
三 枝 正 彦 ・ 山 本 晶 子 ・ 渋 谷 暁 一 , 日 本 士 壌 肥 料 学 矧 歸 志 ・  6 9  ( 6 )
1 9 9 8
1 3 8
多 孔 質 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 の ケ イ 酸 資 材 と し て の 実 用 性 と 水 稲 ケ イ 酸 栄
養 の 改 善 効 果
三 枝 正 彦 ・ 山 本 晶 子 ・ 渋 谷 暁 ・ ー . 日 木 士 壌 肥 料 ・ 学 雑 誌 ・  6 9  ( 6 )  6 1 2 - 6 1 7 ,
1 9 9 8
1 3 9
八 郎 潟 湿 田 に お け る Y 字 型 播 種 満 を 用 い た 水 稲 の 不 耕 起 無 覆 士 直 播 栽 培
田 代 卓 ・ 菅 原 修 ・ 太 田 健 ・ 長 野 冏 宏 ・ 三 枝 正 彦 . 日 本 作 物 学 会 東 北 支
部 会 根 ・  4 1 3 - 4 , 1 9 9 8
中 1 」 」 階 U 也 に お け る 「 ひ と め ほ j l 」 の 安 定 群 落 を 雛 持 す る た め の ポ ッ ト 苗 と マ ッ ト
苗 の 柏 付 け 本 数
渡 邊 酸 ・ 火 鷲 高 志 ・ 三 枝 正 彦 , Π 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 報 ・  4 1  H ・ 1 2 ,
1 9 9 8
1 4 0
1 4 1
A c l i v e  a l u m i n u m  o f  c u l t i v a t e d  A 1 1 d o s o l s  a n d  r e l a t e d  s o i l  c h e m i c a l  p r o p e r t i e s
i n  J a p a n
N .  M a t s u y a l n a ,  K .  K u d o ,  M .  s a i g u s a ,  B U 1 1 e l i n  o f t h e  F a c u l t y  o f A g r i c u l t u r e  &
L 任 e  s d e n c e ,  H i r o s a l d  u n i v e r s i t y  ・  1 3 0 3 6 . 1 9 9 9
各 種 水 稲 苗 に お け る 籾 由 来 窒 素 の 利 用
三 枝 正 彦 ・ 花 木 真 由 美 ・ 伊 藤 豐 ゞ 杉 , 日 本 作 物 学 会 紀 事 ・  6 8  ( 1 )  9 5 - 9 8 ,
1 9 9 9
1 4 2
5 7 6 - 5 8 1 ,
1 4 3
寒 冷 地 の 水 稲 不 耕 起 直 播 栽 培 に お け る 早 春 播 種 の 試 み
田 代 卓 ・ 二 枝 正 彦 ・ 渋 谷 暁 ・ , 日 木 作 物 学 会 紀 事 ・  6 8  ( 1 )
1 9 9 9
1 4 4
E f f e c t s  o l  b a n d  a p p l i c a l i o n s  o f  p o l y o l e n n ・ c o a t e d  f e r t i l i z e r s  o n  t h e  n i t r a t e  a n d
O x a l a t e  c o n t e n t i n  s p i n a c h
A .  o m b o d i ,  S .  M i y o s h i ,  M .  s a i g u s a ,  T o h o k u  J o u r n a l  o f  A g r i c u l t u r a l
R e s e a r c h  ・  4 9  ( 3 - 4 )  1 0 1 、 1 0 9 , 1 9 9 9
不 耕 起 湿 田 士 壌 に お け る 稲 わ ら の 分 解 過 程 と 水 稲 に よ る 稲 わ ら 窒 素 の 吸 収 利
用
三 枝 正 彦 ・ 花 木 真 由 美 ・ 伊 藤 豊 彰 , Π 本 士 壌 肥 料 ・ 学 雑 誌 ・  7 0  ( 2 )  1 5 7 - 1 6 3 ,
1 9 9 9
1 4 5
1 4 6 ・ 1 5 0 ,
146Chelnicalspedes ofN in a gypsum・U'eated Ntakamikldos01, direct analysis
OfAladsorbed on cation exchange resin using厶N NMR
M. Toma, S. Hiradate, M. saigusa, soil science and planl Nutrjlion .45
(2) 279-285,1999
Long・term e丘ects of部Psum on crop yield and subsoilchemicalpl'opel'ties
M. Tolna, M. E. sumner, G.气Veeks, M. saigusa,111e soil science sociew of
knericaJ0山'nal・ 63 (4) 891-895,1999
ヘマトキシリン染色ろ紙脱色法によるA1耐性簡易評価法の開発ーニンジン
(D卿αιSmmmL.)の幼植物根を供試してー
高橋尚・佐々木勝徳・渡辺素子・小島邦彦・三枝正彦,Π本上壌肥料・学雑
・ 70 (4) 554-557,1999
士壌を培地としたトマトの循環型潅水施胆システムにおける排掖イオン組成
の変動
岩崎泰永・佐々木丈夫・下県仕朗・三枝正彦,園芸学会綴昂志・ 68 (6)
1161-1169,1999
コロイド組成の異なる黒ボク土の蓄祐りン酸レベルとソバおよびソルガムの
牛_育
伊1係豊彰・横田剛・木川迫人・二t枝正彦、川渡農場報告・ 151-4,1999
寒冷地の水稲不耕起適播栽培における早春播種
田代卓・三枝正彦・渋谷暁・ー,川渡農場報告・ 155-11,1999
耕起山植機の不耕起田植機への改造と士壌用回転式振とう機の開発
渋谷暁一・山崎政弘・三枝正彦,川渡農場報告・ 1513-17.1999
肥効調節型肥料を用いたダイズの全量基肥按触施肥・不耕起栽培
松森一,浩・イナ可築部ナ影・二1枝正彦.川渡農場報告・ 1519-25,1999
我が国耕地黒ボク上の般性状態と交換酸度y を用いる耕地黒ボク士の分類
上の問題点
杜刈1信彦・三枝正彦・工藤啓・・・. H本士壌肥料ぢを雑誌・ 70 (6) 754-761,
1999
147
148
149
150
151
19
152
153
154
155冬期放牧地におけるデントコーンの栽培とオオセンナリ及びイチビの牛態
三枝正彦・草ケ谷賀乃・渡邊張・渋谷暁・・,.日本作物学会東北支部会報
4243-44,1999
2 0
1 5 6
肥 効 調 節 型 肥 料 に よ る 水 稲 へ の 硝 酸 態 窒 素 の 供 給 ( 第 3 * 脚 一 被 覆 硝 酸 カ ル
シ ウ ム の 基 肥 利 用 効 率 の 改 善 一
三 枝 正 彦 ・ 入 鷲 高 志 ・ 渡 邊 肇 ・ 渋 谷 暁 一 . 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 軒 山
4 2 6 9 - 7 0 , 1 9 9 9
多 孔 質 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 の 施 用 が 芝 牛 の ケ イ 酸 栄 養 に 及 ぼ す 影 粋
三 枝 正 彦 ・ 小 野 澤 主 介 ・ 渡 邊 肇 ・ 渋 谷 暁 ・ ・ , 日 本 草 地 学 会 誌 ・  4 5  ( 4 )
4 1 1 、 4 1 5 , 2 0 0 0
多 孔 質 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 の 施 用 が 芝 生 の 擦 り 切 れ 抵 抗 性 , 耐 虫 1 生 , 耐
病 性 に 及 ぼ す 影 轡
三 枝 正 彦 ・ 小 野 澤 圭 介 ・ 渡 趨 肇 ・ 渋 谷 暁 一 , Π 本 草 地 学 会 誌 ・  4 5  ( 4 )
4 1 6 4 2 0 , 2 0 0 0
A g r i c U 1 1 U r a l  u s e  o f  p o r o u s  h y d r a t e d  c a l c i u m  S Ⅱ i c a t e
M .  s a i g u s a ,  A .  Y a l n a m o t o ,  K .  s h i b u y a .  p l a n l p l ' o d u c t i o n  s c i e n c e  . 3  ( 1 )
5 1 - 5 4 . 2 0 0 0
C h a n g e  o f  s t r u c t 山 ' e  o f  p o r o u s  h y d r a t e d  c a l c i 山 n  s i l i c a t e  b y  d i s s o l u t i o n  i n
P a d d y  s o i l
M .  s a i g u s a ,  A .  Y a m a m o t o ,  K .  S I 〕 i b u y a .  s o i l s c i e n c e  a n d  p l a n t  N u t r i t i o n  . 4 6
( 1 )  8 9 - 9 5 . 2 0 0 0
1 5 7
1 5 8
1 5 9
1 6 0
1 6 1
E 丘 e c t s  o f  b a n d  a p p l i c a t i o n s  o f  p o l y o l e f i n ・ c o a t e d  f e l ' t i l i z e r s  o n  t h e  n u t r l i o n a l
q u a l i t y  o f g a r d e n  s 0 1 ' r e l  ( R 1 ι 1 π ι χ α ι ι t o s a  L . )
A .  o m b o d i ,  S .  K o s u g e ,  M .  s a i g u s a ,  T o h o k u  J o u r n a l  o f  A g l ' i c u l t u r a l
R e s e a l ' c h  ・  5 0  ( 3 - 4 )  6 3 - 6 9 , 2 0 0 0
N O ・ t Ⅱ l a g e  t r a n s p l a n t i n g  s y s l e l n  o f  r i c e  w i t h  c o n t r 0 1 1 e d  a v a i l a b i l i t y  f e r t 繊 Z e r  i n
t h e  n 山 ' s e r y  b o x . 1 .  G I ' o w t h  c h a r a c t e r i s t i c s  a n d  y i e l d  o f  r i c e  i n  t h r e e
r e s p o n s e n t a l i v e  p a d d y  s o H S
M d  z .  H o s s a i n ,  K .  s h i b u y a ,  M .  s a i g u s a ,  T o h o k u  J o u r n a l  o f  A g r i c u l t u r a l
R e s e a r c h  ・  5 0  ( 3 - 4 )  7 1 - 8 6 . 2 0 0 0
R e d u c i n g  n i t r a l e  c o n t e n t i n  l e t t u c e  u s i n g  l 〕 o l y o l e a n ・ c o a t e d  f e r t i l i z e r s
A .  o l n b o d i ,  M .  s a i g u s a , 1 n t e r n a t i o n a l J o u r n a l  o f  H o r t i c u l t 1 1 r a l  s c i e n c e  . 6
( 4 )  3 5 - 3 8 , 2 0 0 0
E f f e c t s  o f  a  b a n d  a p p l i c a t i o n  o f  p o l y o l e 6 n ・ c o a t e d  d i a m m o n i u m  p h o s P 1 喰 t e  o n
t h e  n U 廿 i t i o n a l  q u a l i t y  o f  R 1 1 U b a r b  a n d  s w i s s  c h a r d
A .  o m b o d i ,  M .  s a i g u s a , 1 n t a ' n a l i o n a l J o u r n a l  o f  H o r t i c u l t u r a l  s c i e n c e  . 6
( 4 )  3 9 - 4 2 , 2 0 0 0
1 6 2
1 6 3
1 6 4
165耕起法と窒索肥料・種が全量基肥・接触施肥栽培におけるデントコーンの出芽
に及ぼす影粋
伊藤豊彰・井上博道・三枝正彦, H本士壌肥料学綱鉐志・ 71(2) 187-193,
2000
166肥効訓節型肥料を用いたデントエーンの全呈基肥・接触施肥栽培における雑
草の生育反応
J中上博道・伊1摂喪璋三・1三枝正彦,日本士壌肥料学雑誌・ 71 (3) 3妬・349.
2000
167N而す性ニンジン(Dα統那mルml0 の根からのクエン酸の放出
高橋尚・佐々木勝徳・横田聡・小島邦彦・_三枝正彦_日本士壌1把料・学雑
志 ・ 71 (3) 365371,2000
Chemical and morph010gical changes of porous hydrated calcium siⅡCate in
Paddy s0Ⅱ
A. Yamamoto, M. saigusa, M. Nanzyo. soilscience and plant Nutrition ・ 46
(3) 655-660、 2000
Improvement of nitrogen use e缶Ciency oflendergrcen mustard grown in the
neld during rainy seasons by uslng polyolefin・coated ul'ea
A. ombodi, M. saigusa, Toh01くU Journal ofAgricult{Ⅱ'且I Rese田'ch ・ 51 (1・
2) 1-6,2000
168
169
170
21
Broadcast application versus band applicalion of polyolelin・coated ferlilizer on
green peppers grown on kldis01
A. ombodi, M. saigusa, Journalof plant Nutl'ilion ・ 23 ao) 1485-1493.
2000
171E丘ects of polyolenn・coated fertilizers on the nutritional quality of splnad〕
A. ombodi, S. Kosuge, M. saigusa, Journal of plant Nutrition ・ 23 (10)
1495-1504,2000
全量基胆・接触施肥・不耕起栽培におけるデントコーンの養分吸収と収冕性
井上博道・イJ可嘉豊彰・三枝正彦,日本士壌肥料学雑誌・ 71 (5) 674-681,
2000
172
173不耕起栽培における按触施肥と除草斉Ⅲ咋散布の組み合わせがデントローンの
収量に与える効果
井上博道・伊藤豊彰・三枝正彦,日本士好翊巴料学雑誌・ 71 (5) 682-688,
2000
??
2 2
1 7 4
中 山 間 地 に お け る 深 水 栽 培 水 稲 の 生 育 と 収 壯
渡 邊 肇 ・ 日 局 秀 俊 ・ 三 枝 正 彦 ・ 大 江 真 道 ・ 渋 谷 暁 ・ ・ ' , 川 渡 農 場 祁 告 ・  1 6
1 - 8 . 2 0 0 0
秋 野 菜 と し て の 凶 菜 へ の 肥 効 調 節 型 肥 料 ・ を 用 い た 全 昂 野 朝 巴 施 肥 栽 培
小 菅 佐 代 子 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 三 枝 正 彦 , 川 1 劇 畏 場 帳 告 ・  1 6 9 ・ 1 1 , 2 0 0 0
湿 田 に お け る Y 字 型 播 種 満 を 用 い た 水 稲 の 不 耕 起 無 覆 上 喧 播 栽 培
田 代 卓 ・ 菅 原 修 ・ 長 野 問 宏 ・ 千 葉 和 夫 ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 作 物 学 会 紀 事
6 9  ( 4 )  5 4 7 . 5 認 , 2 0 舶
不 耕 起 栽 培 に お け る 栽 柚 密 度 お よ び 窒 素 施 用 量 が デ ン ト コ ー ン の 倒 伏 お よ び
収 量 に 与 え る 影 符
J 卞 ト ' 博 道 ・ イ " 藤 豊 彰 ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 草 地 学 会 ; 志 ・ 妬 ( 3 - 4 )  2 4 9 - 2 5 3 , 2 0 0 0
中 山 1 剖 地 水 稲 に お け る 省 力 安 定 栽 培 一 不 耕 起 深 水 栽 培 に お け る 生 育 と 収 吊 一
渡 邊 肇 ・ Π 高 秀 俊 ・ 三 枝 正 彦 ・ 大 江 真 道 ・ 渋 谷 暁 ・ ・ ' . 日 本 作 物 学 会 束 北 支
部 会 帳 ・  4 3 6 3 ・ 6 4 . 2 0 0 0
細 胞 遺 抜 由 来 自 舶 系 統 ニ ン ジ ン の A l i 耐 性 と そ れ ら の 根 か ら の ク エ ン 酸 の 放
出 の 部 位 的 変 異
高 橋 尚 ・ 佐 々 木 勝 徳 ・ 大 越 秀 樹 ・ 小 島 邦 彦 ・ 三 枝 正 彦 , Π 本 上 壌 肥 料 学 雑
三 ヨ 才
・  7 2  ( D  4 9 5 5 , 2 0 0 1ル じ 、
肥 効 調 節 型 窒 楽 肥 料 ・ を 利 用 し た イ チ ゴ の 育 苗 ポ ッ ト 全 冕 施 肥 栽 培
小 菅 イ 左 代 子 ・ 山 田 ゆ き ・ 東 隆 夫 ・ 三 枝 正 彦 , 日 本 士 壌 肥 料 ・ 学 雑 誌 ・  7 2
( 1 )  8 8 - 9 1 . 2 0 0 1
N O 、 田 l a g e  t r a n s p l a n t i n g  s y s l e m  o f  r i c e  w i t h  c o n t r 0 1 1 e d  a v a i l a l 〕 i l i t y  f e r l i l i z e l ' i n
t h e  n u r s e r y  B O ×  1 1 . 1 m p l ' o v e l n e n t  o f t h e  i n i t i a 】  g r o w l h  o r  r i c e  i n  t h e  n o ・ t i Ⅱ a g e
t l ' a n s p l a n t i n g  s y s l a n
M d .  Z .  H o s s a i n ,  K .  s h i b u y a ,  M .  s a i g u s a ,  T o h o k u  J o u r n a l  o f  A g r i c U 1 1 U r a l
R e s e a l ' c h  ・  5 1  ( 3 ・ 4 )  4 9 - 5 9 , 2 0 0 1
培 養 液 の N O ・ N / N H ・ N 比 が や し 殻 繊 維 を 培 地 と す る 循 環 型 溶 液 栽 培 に お け
る 培 養 k 嬬 眠 成 と ト マ ト の 生 育 ・ 収 量 に 及 ぼ す 影 糾
岩 崎 泰 永 ・ 三 枝 正 彦 , 日 木 上 壌 肥 料 ・ 学 判 齢 志 ・  7 2  ( 2 )  2 1 4 - 2 2 2 . 2 0 0 1
肥 効 調 節 型 杷 判 に よ る 放 牧 草 地 の 窒 素 施 肥 法 の 改 善
三 枝 正 彦 ・ 1 龍 典 明 ・ 渋 谷 暁 ・ , 日 本 草 地 学 会 i 、 よ ・  4 7  ( 2 )  1 5 1 - 1 5 6 , 2 0 0 1
1 7 5
1 7 6
1 7 フ
1 7 8
1 7 9
1 8 3
1 8 0
1 8 1
1 8 2
184模擬放牧草地における施肥窒素の形態と牧草の窒索吸収
ぞ.枝正彦・1龍典明・渋谷映一,日本草地学会1志・ 47 (2) 184-190,2001
Morphlogicaland anatomicale丘ects of abscisic add (ABA) and aurione
(FLU) on the growth ofrice lnesocoy[1
H. watanabe, K. Takahashi, M. saigusa, plant GroMh Regulation .34273・
275.2001
デントコーン栽培における異なる施肥法及び除草剤処埋法に対する雛草の牛
育反応
井上博道・伊藤豊章一三枝正彦,東北の雑苧・ 121-25,2001
肥効詞節型肥料の施肥法が促成イチゴの生育・収量に及ぼす影粋
小菅佐代子・束隆夫・三枝正彦,園芸学会刈齢志・ 70 (5) 616-621.2001
Assessn〕ent of o.1 M Hcl extraction protocolin determining avaⅡable cd in
kl(1is01
X. zhao, M. saigusa. Toh01くU J0山'nal of Agricultural Research .52 (1-2)
13-19,2001
E丘ects of lhree types of fertilizer on acidi丘Cation of A11disol and growtl〕 of
K01〕〕atsuna (召αSS北αια魏つιShis var. Maluha)
C. K. Morikawa, M. saigusa, Tohoku Journal ofAgricultural Research ' 52
(1-2),21-28,2001
トマト栽培における肥効嗣節型窒素肥料を利用した全量基肥施用法
小菅佐代・f ・桑野伸晃・三枝止彦,厩本上壌肥料学雑i志・ 72 (5) 621-626,
2001
185
186
187
188
189
23
190
191デントコーン栽培における附属農場産牛・ふんコンポストの肥料・代替効果およ
び適止投入量
伊藤豊章一橋本.三尚・井上.博道・三枝正彦,川渡農場報告・ 171-8,2001
水稲の不耕起値播栽培における苗立ち密度および条閻隔が生育と収量に及ぼ
す影糾
佐々木倫太郎・渡邊肇・三枝正彦・日高秀俊・田代卓.・渋谷暁・ー.川渡
農場報告・ 179-17,20磁
Phytoexu'action ofheaⅦ metals h'om p0ⅡUted soils
X. zhao, M. saigusa,川渡農場*R告・ 1779-86,2001
192
193
2 4
1 9 4
中 山 問 地 棚 田 水 田 の 有 効 利 用 と 水 環 境
日 木 作 物 学 会 東 北 支 部 会 帽
三 枝 正 彦 ・ 小 ゛ 箱 記 子 ・ 日 高 秀 俊 ・ 渡 邊
耐 モ .
4 4 3 1 3 2 . 2 0 0 1
中 Ⅱ Ⅲ 批 也 黒 ボ ク 水 田 に お け る 不 耕 起 直 播 栽 培 の 苗 立 ち 密 度 と 水 稲 の 生 育
波 泌 肇 ・ 佐 々 木 倫 太 郎 ・ H 高 秀 俊 ・ 三 枝 正 彦 . 日 木 作 物 学 会 東 北 支 部 会
桜 ・  4 4 3 5 - 3 6 , 2 0 0 1
六 播 き 式 播 種 ・ 接 触 施 肥 に よ る ダ イ ズ の 不 耕 起 栽 培
松 森 ・ 浩 ・ 三 枝 圧 彦 ・ 伊 j 藤 豊 彰 , 日 本 作 物 学 会 束 北 支 部 会 帳 ・  4 4  備 ・ 6 6 .
2 0 0 1
1 9 5
1 9 6
1 9 7
ホ ン ド タ ヌ キ ( N 夕 d ι r ι 1 ι t ι S  つ r 0 ι y o " o i d ι S t 1 1 ' u e 1 π ' π N S ) に よ る 子 ¥ 、 の 1 契 食
出 口 , 引 逢 ・ 佐 j 藤 衆 介 ・ 三 枝 正 彦 , 啼 乳 類 利 ・ 学 ・  4 1  ( 2 )  1 9 5 - 2 0 0 . 2 0 0 1
S i  a m e l i 0 1 ' a t i o n  o f A l t o x i c i t y  i n  b a r l e y  ( H 0 ア d ι N 1 π υ 影 l g α ア ι  1 " . )  g r o w i n g  i n  l w o
N 〕 d o s o l s
C .  K .  M o r i k a w a ,  M .  s a i g u s a ,  p l a n l a n d s o i l  ・  2 4 0  ( 1 )  1 6 1 - 1 6 8 , 2 0 0 2
E n v i r o m n e n t a l f a d o r s  a 1 子 e c t i n g  g e n n i n a t i o n  o f A p p l e  o f p e l ' U
H .  w a l a n a b e ,  Y .  K u s a g a y a ,  M .  s a i g u s a ,  w e e d  s d e n c e  ・  5 0  ( 2 )  1 5 2 - 1 5 6 ,
2 0 0 2
1 9 8
2 0 4
2 0 3
1 9 9
2 0 0
士 壌 型 の 異 な る 稲 わ ら 施 用 水 田 か ら の メ タ ン 放 出 に 対 す る 不 耕 起 栽 培 の 影 粋
花 木 真 1 1 - 1 美 イ 尹 膝 豊 彰 ・ 丁 t 枝 正 彦 , 日 木 1 1 剣 把 料 学 雑 誌 ・  7 3  ( 2 )  1 3 5 - 1 4 3 .
2 0 0 2
2 0 1
育 苗 培 ・ 十 の ケ イ 酸 伊 絲 併 弛 と シ リ カ ゲ ル の 施 用 効 果
→ 、 枝 正 彦 ・ 平 内 央 紀 ・ 渋 谷 暁 一 ・ 冊 抽 奇 仁 志 ・ 吉 田 ・ 一 男 ,  1 _ 1 本 士 壌 肥 料 ・ 学 雑
・  7 3  ( 3 )  2 9 1 - 2 兜 , 2 0 0 2
ι 上
即 じ 、
溶 存 ガ ス 濃 度 の 簡 易 測 定 法
山 川 泰 弘 ・ 二 枝 正 彦 , 日 木 十 壌 肥 料 ・ 学 球 堆 ' 志 ・  7 3  ( 4 )  4 1 7 - 4 2 0 . 2 0 0 2
山 問 地 棚 田 水 田 に お け る 田 面 水 及 び t 壌 溶 液 ケ イ 酸 の 動 態 と 水 稲 の ケ イ 酸 吸 収
' ξ 枝 正 彦 ・ 小 林 紀 子 , 日 本 士 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  7 3  ( 5 )  4 7 1 ・ 4 7 5 , 2 0 0 2
水 田 士 壌 溶 液 中 溶 存 ガ ス 濃 度 測 定 の た め の 採 取 装 置 の 吉 案
山 川 泰 弘 ・ 三 枝 正 彦 , Π 本 士 壌 肥 料 学 剥 毓 志 ・  7 3  ( 5 )  5 1 5 、 5 1 8 , 2 0 0 2
2 0 2
205Relationshゆ belween chlorophy11 Conlent in leaves of surghum and
Pigeonpea delerlnined by extraction method and by chlorophyⅡ lneter
(SPAD・502)
A. Yamalnoto, T. Nalくamura, J. J. Adu・Gyamfi, M. saigusa, Journal of plant
Nutl'ition ・ 25 do) 2295-2301,2002
肥効司'雅1↑辺町氾料・の施用が放牧牛に及ぼす影辨
1龍ⅢU打・丁1枝正彦・千葉孝・太田実,川,剣提場報告・ 181・フ,2002
E丘ed of (1i丘erentirrigation melhods on the groMh ofthe rooted cuttings of
highbush ]〕1Uel〕erry
E. prokaj, K. Kitam槻'a, K. suzuld, M. saigusa, 1Ⅱ渡農場報告'・ 18 9-15,
2002
206
207
208深水管理が水稲耕起・不耕起栽培の雑卓の生育及び種構成に及ぼす影縛
日高秀俊・渡邊唯・三枝正彦・大江真道・渋谷暁・',川渡農場報告・玲
17-23,2002
黒ボク水田士壌における水稲生育とメタン放出,量に対する酸化鉄添加の影讐
■可泰豊彰・堀川拓米・三枝正彦, j1Ⅲ剣提場報告・ 182531,2002
山冏地における高付加価値作物としてのサトイモの水田栽培
結妨垪谷美・三枝正彦・鈴人和美,川渡農場報告・ 18器36,2002
穴播き式播種d血肥交互様式によるダイズの不耕起栽培
松森一浩・三枝正彦・伊藤豊彰, H本作物学会東北支部会假・ 4575-76.
2002
209
210
211
25
212Nleasuremenloftotalphosphorus and organic phosphorus contents of animal
malure composls by lhe dry combustion melhod
T. Yokota, T.1to, M. saigusa, soil science and plant Nulrition ・ 49 (2)
267-272,2003
製造条件の異なる牛ふん堆肥の無機態りン酸組成
織田脚上伊藤豊彰・小野剛志・高橋正樹・三枝正彦.日本士壌肥料・学雑
・ヨ士 ・ 74 (2) 133-140,2003
EHed of continuous application of low・acidulenl fertⅡizer on acidi丘Cation of
an kldisoland l)1an1即'owlh
C. K. Morilくawa, M. saigusa, communications in soil science and plant
Analysis ・ 34 (5-6) 607-618,2003
213
214
2 6
2 1 5
イ ネ 葉 い も ち の 発 病 抑 制 に お よ ぼ す 水 溶 性 ケ イ 酸 の 影 粋
前 川 和 正 ・ 渡 辺 和 彦 ・ 神 頭 武 嗣 ・ 相 野 公 孝 ・ 三 枝 正 彦 .  H 本 上 壌 胆 料 学 雑
・  7 4  ( 3 )  2 9 3 - 2 9 9 , 2 0 0 3
二 士
酸 性 化 多 孔 質 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 の 苗 箱 施 用 が 水 稲 苗 の 生 育 ・ 養 分 吸 収
に 及 ぼ す 影 祥
三 枝 正 彦 ・ 平 内 央 紀 ・ 渋 谷 1 暁 一 ・ 伊 小 1 倚 七 志 ・ 古 田 ・ 男 , 日 木 士 壌 肥 判 ・ 学 雑
誌 ・  7 4  ( 3 )  3 3 3 - 3 3 7 , 2 0 船
浄 水 ケ ー キ 添 加 家 畜 ふ ん 堆 肥 に お け る り ン 酸 溶 解 性 制 御 と カ リ ウ ム 固 定 お よ
び 有 機 物 分 解 抑 制 の 可 能 性
横 田 脚 1 ・ 三 枝 正 彦 ・ 伊 藤 豊 彰 . 廃 棄 物 学 会 論 文 は ・  1 4  ( 4 )  1 8 3 - 1 9 0 , 2 0 船
R e s p o n s e  o f  d e n t  c o r n  a n d  s w e e t  c o r n  t o  t w o  d i f f e l ' e n t  f o r m s  o f  c o ・ s i h f s
a p p l i c a l i o n  m e t h o d s  o f  c o n t r 0 1 1 e d  r e l e a s e  f e r l i l i z a '  i n  u p l a n d  f i e l d  o f  a
V o l c a n i c  a s h  s o i l
X . T i a n ,  M .  s a i g u s a ,  T o h o k u J o u r n a l o f A g r i c u l t 轍 ' a l R e s e a r c h  . 5 4  ( 1 - 2 )  1 ・
1 5 , 2 0 0 3
不 矧 起 沖 枯 水 田 に お け る 士 壌 特 性 と 水 稲 根 の 窒 素 吸 収 活 性
伊 藤 啓 庫 3 ・ 二 宮 由 子 ・ 花 木 真 由 美 ・ 渋 谷 暁 一 ・ ご . 枝 正 彦 . 複 合 生 態 フ ィ ー ル
ド 教 育 研 究 セ ン タ ー 幸 畏 告 ・  1 9 1 - 6 、  2 0 0 3
グ リ ホ サ ー ト 耐 吐 造 伝 子 組 換 え デ ン ト コ ー ン の 生 育 と グ リ ホ サ ー ト 系 除 草 剤
に よ る イ チ ビ 除 草 効 率
渋 谷 暁 ・ ・ 一 山 本 理 恵 ・ ク ラ ウ デ ィ オ 健 治 ・ 森 川 ・ 三 枝 正 彦 . 複 介 生 態 フ ィ ー
ル ド 教 育 研 究 セ ン タ ー 報 告 ・  1 9 7 - 1 1 , 2 0 0 3
T h e  n a 1 轍 ' e ,  p r o p e r t i e s  a n d  m a n a g e m e n t  o f v o l c a n i c  s o i l s
R .  A .  D a h l g r e n ,  M .  s a i g u s a ,  F .  C .  u g o l i n i ,  A d v a n c e s  i n  A g l ' o n o m y  '  8 2  1 1 3 ・
1 8 1 , 2 0 0 4
ダ イ ズ の 穴 播 き 式 不 耕 起 播 種 機 の 朋 発 ( 第 1 報 ) 一 六 播 き 式 不 耕 起 播 種 機 の
原 理 と 構 造 一
松 森 一 浩 ・ _ 三 枝 正 彦 ・ 伊 藤 部 ゴ 影 , 農 業 機 械 学 会 誌 ・  6 6  ( 1 )  9 0 - 9 7 , 2 0 0 4
M i n e r a l  c o m p o s i t i o n  a n d  a c C 山 n u l a t i o n  o f  s H i c o n  i n  t i s s u e s  o f  b l u e b e n ' y
( V α ι C i 1 1 1 ι 1 π ι 0 1 : y " 1 b o S 1 ι S  C V .  B l u e c r o p )  C U 廿 i n g s
C .  K .  M o r i k a w a ,  M .  s a i g u s a ,  p l a n l a n d  s o i l  ・  2 5 8  ( 1 )  1 - 8 , 2 0 0 4
大 区 画 水 田 に お け る 田 面 水 中 の ケ イ 素 濃 度 の 変 化
三 枝 正 彦 ・ 小 林 紀 子 ・ 山 本 晶 子 , 日 本 士 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  7 5  ( 1 )  1 - フ , 2 0 0 4
2 1 6
2 1 7
2 1 8
2 1 9
2 2 0
2 2 1
2 2 2
2 2 3
2 2 4
225Nutrient uptake by rice and soil solution composilion under atlnospheric co
enrichment
Y. Yalnakawa, M. saigusa, M. ORada, K. Kobayashi. planl and s0Ⅱ・ 259
(1-2) 367-372,2004
NO・tiⅡage tral〕splanling system of rice with contr011ed availabiliw fertilizer in
a nursery box - nitrogen use e伍dency of contr0Ⅱed availabilily ferlHizer of
rice plantin three di丘a'ent paddy 6elds ・ー
M. saigusa, Md z. Hossain, K. shibuya, Journal of lnlegrated Field
Science ・ 167ーフ3,2004
Growth responses of blueberry sonwood cultings lo atmosphel'ic carbon
dioxide enrichment
E. prokaj, M. saigusa, K. Kilamura, K. suzuki, Tohoku Journal of
AgricU11UralResearch ・ 54 (3-4) 13-21.2004
Cloning of a cDNA encoding an ETR2-1ike l"'otein (OS・ERLI) from deep
Water rice (01夕Za satiυα L.) and ina'ease in its mRNA level by
Submergence, ethylene, and gibbere11in treatments
H.入入latanabe, M. saigusa, S. Hase, T. Hayakawa, S. saloh, Journal of
Expa'imenlalBotany ・ 55 (399) 1145-1148,2004
IdenⅡ6Calion ofrabbiteye bluebeny cUⅡiV釦'S (ναCdπi記脱αSheiReade) and
analysis ol genetic relationship using amplified fragment lenglh
Polylnorphism (AFLP)
E. prokaj, H. XN'atanabe, Y. suyama, M. saigusa,1nta'national Journal of
Horticulturalscience ・ 10 (4) 2730,2004
226
227
228
229
27
230E丘ect of l)01'ous hydraled calcium silicate on sorption and des01'ption of
Cadmium by soils
X. zhao, M. saigusa, soilscience and plant Nutrilion ・ 50 (3) 315319、
2004
231グリホサート而則1ダイズを用いた不桝起栽培における雑草防除
松森一浩・三枝止彦・伊修豊彰,束北の雑草・ 4813,20叫
232CO・sit1ιS applicalion of contr011ed・1'elease fertilizers to aⅡeviate iron chlorosis
Of paddy rice grown in calcareous soil
C. K. Morikawa, M. saigusa, H. Nalくanishi, N. K. Nishizawa, K. Hasegawa,
S.Mori, S0ⅡScienceandplantNutrition ・ 50 (フ) 1013-1021,2004
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Z 器
集 水 域 を 異 に す る 入 川 , 七 北 田 川 の 水 質 変 化
国 井 大 怖 ・ 三 枝 正 彦 ・ 伊 燧 豐 リ 形 ・ 鈴 木 和 美 , 複 合 牛 態 フ ィ ー ル ド 教 育 セ ン タ ー
゛ R 告 ・ ・  2 0 1 - 4 , 2 0 0 4
F e 欠 乏 耐 性 遺 伝 子 組 み 換 え イ ネ の 環 境 へ の 影 粋
森 川 ク ラ ウ ジ オ 健 治 ・ 、 二 枝 正 彦 ・ 山 本 埋 恵 ・ 中 西 畔 仁 ・ 鈴 人 某 史 ・ 西 澤
迫 子 ・ 森 敏 . 複 合 生 態 フ ィ ー ル ド 散 育 セ ン タ ー 報 告 ・  2 0 5 - 9 , 2 0 0 4
平 成 1 5 年 の " t 肥 施 用 水 田 に お け る 水 稲 と い も ち 病 発 生 状 態
渡 邊 肇 ・ 遊 佐 良 一 ・ 三 枝 正 彦 . 日 本 作 物 学 会 束 北 支 部 会 報 ・  4 7 2 3 - 2 4 ,
2 0 0 4
2 3 4
2 3 5
2 3 6
寒 冷 地 に お け る 環 境 保 全 的 マ コ モ 織 培 の 試 み
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活 動 の 報 告 〔 日 本 学 術 会 議 〕 研 究 連 絡 委 員 会 の 活 動 か ら 上 壌 資 源 の 秘 め た
る 可 能 性 と 木 来 一 士 壌 利 ・ 学 か ら の ア プ ロ ー チ ー 研 究 の 最 前 線 と 到 逹 点 ナ
壌 司 巴 料 ・ 植 物 栄 養 学 研 究 連 絡 委 員 会 の 活 動 か ら
三 枝 正 彦 , 学 術 の 動 向 ・  1 0  ( 1 0 )  8 8 9 0 , 2 0 備
世 界 イ ネ 研 究 会 議 の 報 告 お よ び 印 象 記
鳥 山 和 伸 ・ 三 枝 正 彦 ・ 斎 藤 雅 典 ・ 近 噂 敦 台 彦 ・ 山 内 稔 ・ 飛 H 1  哲 ・ 西 澤
直 子 ・ 前 忠 彦 ・ 中 川 文 彦 , 日 本 士 壌 肥 料 学 雑 誌 ・  7 6  ( 5 )  6 6 5 ・ 6 7 1 , 2 0 備
1 3
V I . 総 説 ・ 解 説 ・ 巻 頭 言 等
1 . 水 系 と 半 占 士 鉱 物
三 枝 正 彦 , ペ ド ロ ジ ス ト ・  2 3  ( D  1 1 - 2 2 . 1 9 7 9
2 . 東 北 の 1 県 ボ ク 士 と 畑 作 農 業
三 枝 正 彦 ・ ル 司 貞 雄 , 束 北 の 農 業 と 士 壌 肥 料 ( 日 本 士 壌 肥 料 ・ 学 会
委 員 会 ) . 1 6 2 - 1 7 5 . 1 9 8 4
3 . 断 面 保 存 と ぺ ド ロ ジ ス ト の 養 成
三 枝 正 彦 , ペ ド ロ ジ ス ト ・  3 3  ( 1 )  1 , 1 9 8 9
4 . 下 層 士 と 作 物 の 生 育 一 下 層 上 の エ ダ ホ ロ ジ ー
三 枝 正 彦 , 化 学 と 生 物 ・  2 7  ( 1 1 )  7 1 2 - 7 2 0 . 1 9 8 9
5 . 第 9 部 門 士 壌 の 生 成 , 分 類 及 び 調 査
三 士 止 則 ・ 三 枝 正 彦 ・ 竹 迫 紘 . Π 木 士 壌 肥 料 ・ 学 駕 齢 志 ・  6 0  ( 6 )
1 9 8 9
6
低 P H 士 壌 に お け る 作 物 の 生 育 植 物 有 害 N と 下 屑 士 の エ ダ フ ォ ロ ジ ー
三 枝 正 彦 , 日 本 上 壌 肥 料 , 学 雑 誌 ・  6 2  ( 4 )  4 5 1 - 4 5 9 , 1 9 9 1
東 北 地 方 に お け る 粗 飼 料 生 産 と 上 壌 環 境 一 東 北 地 方 の 士 壌 特 性
三 枝 正 彦 . 東 北 草 地 研 究 会 誌 ・  4 2 - 9 . 1 9 9 1
ワ イ ル ド ラ イ ス の 稗 長 と 雄 性 花 と 雌 性 花 の 割 合
三 枝 正 彦 , ジ ザ ニ ア 研 究 会 , 1 9 兜
下 層 士 の エ ダ フ ォ ロ ジ ー と 施 1 把 管 理
三 枝 正 彦 , 肥 料 ・  6 2 5 3 - 6 6 , 1 9 兜
7
8
9
大 会 運 営
5 7 4 - 5 8 3 ,
10 Charaderizalion and soilmanagement ofacid kldis01
M. saigusa. Report of a preⅡminary study fm'the lnternational symposium
On planl、soi11nteractions at low pH 36-41, FacU11y of Agricult山'e, H01くkaido
University, sapporo,Japan、 1992
黒ボク士における被覆尿素を用いたデントコーンの全量基肥栽培
三枝正彦、農業と利'学1-6.1993
最先端の技術母国に
三枝正彦, Md.Z.Hossain,日本農業新聞.1995
酸性士壌と植物有害N
三枝正彦,遺伝生態研究センター通信・ 283-4,1995
日本士壌肥料学会賞受賞黒ボク士の酸性問題に関する研究
三枝正彦,日本士壌肥料学判齢志・ 66 (3) 2船・206,19鮖
Characteristics of110na110phanic kldisols atlohoku univa、sity farm
T.1to, M. saigusa,川渡農場報告・ 1291-103.1996
平成7午度日本士壌肥料・学会東北支部会シンポジウム報告作物の生育特性
と肥効訓節剛肥料の活用(現状と将来)一環境負荷軽減・多収栽培への道一
三枝正彦・吉田光治,日本士壌肥料学雑誌・ 68 (2) 2四・216,1997
Current state of agricultural and environmental education at agricU11Ure
relaled faculty ofJapanese university and assdated issues
M. saigusa, proceedings Tsukuba Asian seminal' on AgricU11Ural Education
123-137.1997
11
12
13
14
15
16
47
17
18 遺伝子組み換え植杉川肌推圃場
三枝正彦.束北大学広桜・ 18226-28.1998
東北地域における水稲研究の現状と展望
三枝正彦・吉田光二.日本士壌胞料・学雑誌・ 70 件寺別)460-4釘,1999.6
地力窒素と生産力限界
三枝正彦,ファーミングシステム研究・ 139-50,1999
最大効率・最小汚芽U盤業で自然生態系をなるべく残そう
三枝正彦,サイアス・ 5 (10) 78-80,2000
19
20
21
4 8
2 2
束 北 の 上 壌 肥 判 ' 研 究 に 期 待 す る こ と
三 枝 正 彦 , 東 北 士 壌 肥 料 ・ 協 議 会 誌 ・ " 3 9 - 4 3 , 2 0 0 0
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン : わ が 同 の 失 わ れ つ つ ぁ る 上 壌 の 保 全 を 目 指 し て ー
レ ッ ド デ ー タ 士 壌 の 保 令 一
三 枝 正 彦 、 ペ ド ロ ジ ス ト ・  4 4  ( 1 )  4 0 - 4 8 , 2 0 0 0
水 稲 の 生 育 と ケ イ 酸 栄 養
三 枝 正 彦 , 化 学 と 生 物 ・  3 8  ( 8 )  5 N 5 1 9 , 2 0 0 0
N u m i n u m  l o x i c i t y  u n d e r  n a l u r a 1 1 e a d l i n g  c o n d i t i o n  i n  k l d i s o l s
C .  K .  M o r i k a w a ,  M .  s a i g u s a ,  M i n i ・ r e v i e w s  o n  p l a n t  s o i 1 1 n t e r a c t i o n  a t  L O W
P H  f o r  l n v i t i n g  6 t h  l n t e r n a t i o n a l  s y l n p o s i 山 〕 〕  o n  Ⅱ P l a n t s 0 Ⅱ  l n t e r a c t i o n  a l  L O W
P H " , M .  s a i g u s a  ( e d . ) , 3 9 - 4 3 , 2 0 0 0
M e c h a n i s m  o f  a c i d i a c a t i o n  o f  s o i l  b y  t h e  c o n t i n u o u s  a p p l i c a t i o n  o f  c h e m i c a l
f e r l i l i z e r
C .  K .  M o r i k a w a ,  M .  s a i g u s a ,  M i n i ・ r e v i e w s  o n  p l a n l  s o i 1 1 n t e r a c t i o n  a t  L O W
P H  f o r  i n v i t i n g  6 t h  l n t e m a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  Ⅱ P l a n l ・ s o i 1 1 n l e r a c l i o n  a t  l ^ O W
P H " , M .  s a i g u s a  ( e d . ) , 4 4 - 5 0 . 2 0 0 0
A d d i f i c a l i o n  o f k l d o s o l s  b y  h e a v y  a p p l i c a t i o n  o f f e r t i l i z e r
N .  M a t s u y a m a ,  M .  s a i g u s a ,  M i n i ・ R e v i e w s  o n  p l a n t  s o i 1 1 n t a ' a c t i o n  a t  L O W
P H  f o r  i n v i t i n g  6 t h  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  " p l a n t ・ S 0 Ⅱ  l n t e r a c t i o n  a t  L O W
P H " , M . s a i g u s a  ( e d . ) , 5 1 - 5 4 , 2 0 0 0
士 壌 酸 性 を め ぐ る 研 究 の 進 展 と 今 後 の 課 題 ー レ ビ ュ ー と 課 題 の 抽 出 一 ( 2 0 0 2 年
名 古 屋 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム の 概 要 )
犬 伏 和 之 ・ 平 舘 俊 太 郎 ・ 櫻 井 克 年 ・ 川 東 正 幸 ・ 馬 建 鋒 ・ 谷 昌 幸 ・ 岡 峪
正 親 ・ 林 健 太 郎 ・ 坂 本 一 憲 ・ 三 枝 正 彦 , 日 木 士 壌 肥 料 ・ 学 雑 誌 ・  7 3  ( 5 )  5 7 5 ・
5 8 3 . 2 0 0 2
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
化 学 肥 料 と 造 伝 子 組 み 換 え 作 物
三 枝 正 彦 . 肥 料 時 報 ・  1 3 0 3 5 , 2 0 0 2
2 1 世 紀 の 食 糧 牛 産 と 肥 料 の 役 割
三 枝 正 彦 . 肥 料 時 報 ・  2 6 8 ・ フ フ . 2 0 0 2
M e r i t s ,  u t i l i z a t i o n ,  p e r s p e c t i v e  o f  c o n t r 0 Ⅱ e d ・ r e l e a s e  n i t r o g e n  f e d i l i z e r s
X .  T i a n ,  M .  s a i g u s a 、  T o h o k u  J 0 山 ' n a l  o f A g r i c U 1 1 U r a l  R e s e m ' c h  ・  5 2  ( 3 - 4 )
3 9 5 5 , 2 0 0 2
3 0
3 1
32 SOS !食糧生産における化学肥料・と遺伝子組換え柚物
三枝正彦・日本士壌肥料・学雑誌・ 74 (1)Ⅱi・iv,20船
肥効調節型肥料・の新展朋と肥効向上の可能性
三枝正彦,農業と利'学・ 5372-フ,2003
なぜ酸性士壌研究か/)、、フ,
三枝正彦,ペドロジスト・ 47 (2) 104-105,2003
21世紀の食樹生産は尿大効率最小汚染農法で!
三枝正彦,季干明巴刈、・ 9411-16,2003
肥料吉最大効率最少汚染農法で食糧確保と自然の保全
三枝正彦,季旧明巴料・ 95,8-10,2003
複合生態フィールド教育研究センターの発足と中期目標,中期計画
二枝正彦,複合生態フィールド教育研究センター帳告・ 19i,2003
複合生態フィールド制征怖升究コア(複合生態フィールド教育研究センター開
所記念シンポジウム「単一生態系から複合生態糸の生物生産へ」)
三枝止彦.複合生態フィールド教育研究センター報告・ 19105,2003
循環剛農業と最大効率最少汚染農業
三枝正彦.化学と生物・ 42 (1) 22-28,2004
有機物の士壌還元と難分解性コンポスト
三枝正彦,再牛と利用・ 27 a05) 6-9,2004
Integrated 6eld science
M. saigusa. Journa] oflnte即'ated Field science .11,2004
Currentsituation on research core onntegrated Field contr01
M. saigusa, Journaloflntegrated Field science ・ 153-55,2004
複合生態フィールド科学をめざして
三枝正彦,農業および園芸・ 79 (5) 593-595.2004
束大膿場聞場12別笥年記念シンポジウムー新しいフィールド農学を目指してー〔4〕
複合生態フィールド利・学をめざして
'三枝正彦,農業および園芸・ 79 (5) 5935鮖,2004
33
34
44
35
36
37
38
39
49
40
41
42
43
5 0
4 5
実 習 生 産 農 場 か ら 研 究 教 育 農 場 へ の 転 換
三 枝 正 彦 , 複 合 生 態 フ ィ ー ル ド 教 育 研 究 セ ン タ ー 報 告 ・  2 0 i . 2 0 0 4
A  p h o s p h o r u s  d y n a m i c s  a n d  b i o a v a i l a b i l i t y  i n  A n d o s o l s  ・  e s l i m a l i o n  o f
P o t e n t i a l  b i o a v a i l a b l e  p  t r a n s p o r t i n  a g r i c u l t u r a l  r u n 0 Ⅱ  o f k l d o s o l s
T . 1 t o ,  N .  N k a w a ,  M .  s a i g u s a ,  J 0 山 ' n a l  o f l n t e g r a t e d  F i e l d  s c i e n c e  ・  2 7 3 - 7 6 ,
2 0 0 5
4 6
4 7
農 業 生 産 の 革 新 を め ざ し て
三 枝 正 彦 , 日 本 農 學 ア カ デ ミ ー 會 報 ・  6 1 1 - 1 6 . 2 0 0 5
生 物 系 廃 棄 物 と 循 環 型 農 業 , 最 大 効 率 最 小 汚 染 農 業
ニ ニ 枝 正 彦 , 日 本 作 物 学 会 東 北 支 部 会 報 ・  4 8 8 7 ・ 8 8 , 2 0 備
複 合 生 態 フ ィ ー ル ド 利 ・ 学 と 東 北 大 学 農 学 研 究 科 の 取 り 細 . み
三 枝 正 彦 , 農 業 技 術 ・  6 0  ( 1 )  3 2 - 3 6 , 2 0 0 5
序 文
三 枝 正 彦 ・ 複 合 生 態 フ ィ ー ル ド 教 育 研 究 セ ン タ ー 帳 告 ・  2 1 A I , 2 0 0 5
士 壌 肥 料 ・ 利 ・ 学 分 野 に お け る 農 業 生 産 技 術 の 革 芳 門 U 列 一 化 学 肥 料 と 有 機 肥 料 一
三 枝 正 彦 , 農 業 技 術 ・  6 1  ( 6 )  2 7 4 - 2 7 6 , 2 0 0 6
S t r a t e g i e s  f o r  i r o n  m o b i l i z a t i o n  a n d  u p t a k e  i n  p l a n l  r o o l s
S .  M .  G a r r i d o ,  C .  K .  M o r i k a w a ,  H .  N a k a n i s h i ,  M .  s a i g u s a ,  T o h o k u  J o u r n a l o f
A g r i c u l t u l ' a l R e s e a r c h  ・  5 6  ( 3 ・ 4 )  2 1 - 3 5 . 2 0 0 6
4 8
4 9
5 0
5 1
5 2
V 1 1 . そ の 他
1 . 米 国 北 西 部 ・ ア ラ ス カ 士 壌 調 査
三 枝 正 彦 , コ チ レ ド ン  8 - 1 4 , 1 9 8 6
2 . マ コ モ と の 巡 り 会 い
二 枝 正 彦 , ジ ザ ニ ア ぶ み ・  1 1 1 . 1 9 9 3
3 . 若 林 地 域 老
1 气 枝 正 彦 , 5 5 - 6 0 . 1 9 9 4
4 . 水 生 作 物 ( 1 ) ジ ザ ニ ア 研 究 会 と ワ イ ル ド ラ イ ス
三 枝 正 彦 . 農 業 と 科 学 ・  5 4 6 1 0 - 1 4 , 2 0 船
5 水生作物(2)岡おこし特産解,としてのマコモタケ
三枝正彦,農業と利・学・ 5487-12,2003
水生作物(3)塊茎を利用する作物
三枝正彦,農業と利・学・ 5乳6-12,2004
水生作物④水路雑草が美味菜,水質浄化の切り札に!
三枝正彦,農業と利・学・ 5541-フ,2004
今 マコモが熱い登録農薬がないなら深水栽培,ケイ鹸施用,水生輪作
で無農薬
三枝正彦.牙Π弌農業,綿 al) 231-235,農業,2004
知りたい!マコモタケ 1.美昧,雫なる健康野菜「マコモタケ」
三枝止彦,農業共済新聞,11面,20063.15
知りたい!マコモタケ 2.マコモタケの栽培①品祉と耕神概要
三枝正彦,農業共済剖什捌.9両,2006.3.29
知りたい!マコモタケ 3.マコモタケの栽培②肥培管理
三枝正彦,農業共済新1剖,9面,2006.4.12
知りたい!マコモタケ 4.病虫害管埋一一無農薬栽培で付加価値を!
三枝正彦,農業共済新開,4面,2006.4.26
知りたい!マコモタケ 5.雑草防除一深水栽培でヒエ退治
三枝止彦,農業共済新聞,11面.2006.5.17
知りたい!マコモタケ 6.食材としてのマコモタケー和・洋・中の優れもの!
三枝止彦,農業共済新朋,11面,2006.531
知りたい!マユモタケフ.祝岼必で美しいクラフト索材や業境教育に
三枝正彦,膿業共済宝刑削,9面,2006.6.14
知りたい!マコモタケ 8.マコモタケによる地域おこしと全国マコモサミット
'枝正彦,農業共済新1剖.4面,2006.6.28
水生作物⑤深水 q山召)栽培植物
三枝正彦,農業と利・学・ 5734-12,2006
水生作物(6)消流の恵み,ワサビ
三枝正彦.農業とチ斗学・ 5775-10,2006
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